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厚
生
会
館
は
、
か
つ
て
の
「
長

岡
市
公
会
堂
」
の
時
代
か
ら
市
民

の
活
動
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
施
設
で
す
。
し
か
し
、
建

設
か
ら
五
十
年
近
く
た
ち
、
建
て

替
え
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

厚
生
会
館
地
区
は
、
鉄
道
や
バ

ス
の
路
線
が
集
ま
り
、
誰
も
が
広

範
囲
か
ら
訪
れ
や
す
い
場
所
で
す
。

市
で
は
こ
の
地
区
に
、「
公
会
堂
」

と
し
て
の
役
割
を
継
承
し
な
が
ら
、

市
民
の
創
意
工
夫
で
自
由
に
活
用

で
き
る
に
ぎ
わ
い
の
空
間
や
、
冬

期
間
に
も
利
用
可
能
な
屋
根
付
き

の
広
場
な
ど
を
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ご
意
見
を
ま
ち
な
か

活
性
課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇

六
月
十
三
日

午
後
六
時
三
十

分
か
ら
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル
で
、

厚
生
会
館
地
区
の
整
備
や
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

申
ま
ち
な
か
活
性
課

厚
生
会
館
地
区
を
整
備
し
ま
す

多
く
の
人
が
集
う
に
ぎ
わ
い
の
空
間
へ
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②

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
五
カ
年
を
か
け
て
、
厚
生
会
館
と
そ
の

周
辺
地
区
を
整
備
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
五
つ
の
柱
か
ら
な
る
基
本
理
念
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
後
、
地
区
整
備
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
、
広
く
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問まちなか活性課 〒940－0062 大手通２の２の６
39・2807 39・2827 matinaka@city.nagaoka.lg.jp

厚生会館地区整備の基本理念

▲長岡市公会堂（昭和初期）

①誰もが訪れやすい
公共交通機関の結節点として、
気軽に利用できる憩いのスペース

②新・長岡市のシンボル
新・長岡市の顔として
愛着の持てるたたずまい

③通年利用可能な広場
雪国の中心市街地にふさわしく
冬季や真夏の利用を考えた空間

④若者が集う
多様で柔軟な発想に対応
活気あふれる交流のスペース

⑤にぎわいの創出
市民の交流や活動を支える、
魅力的なイベントを体感できる

▲プロバスケットボールｂｊリーグ公式戦（３月19日）

▲雪に閉ざされたセントラルパーク

市
民
に
愛
さ
れ
た
公
会
堂

写
真
は
昭
和
初
期
の
長
岡
市

公
会
堂
で
す
。
全
国
二
十
四
カ

所
に
旅
館
を
展
開
し
て
旅
館
王

と
い
わ
れ
た
大
野
甚
松
が
、
二

十
四
万
円
を
投
じ
て
建
設
し
、

市
が
寄
付
を
受
け
て
、
大
正
十

五
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

戦
前
の
資
料
は
、
そ
の
姿
を

「
堂
々
た
る
白
亜
の
壮
観
は
、

暮
夜

ぼ

や

に
こ
れ
を
望
め
ば
龍
宮
か
と

疑
わ
し
め
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

左
に
見
え
る
高
塔
は
、
高
さ
が
二

十
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
し
た
。

公
会
堂
に
は
講
堂
や
貴
賓
室
、

集
会
室
な
ど
十
七
室
あ
り
、
坪
数

は
延
べ
六
百
四
十
五
坪
。
二
階
の

講
堂
は
千
五
百
人
を
収
容
で
き
た

ほ
か
、
一
階
の
フ
ロ
ア
は
、
長
岡

最
大
の
食
堂
と
し
て
利
用
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

音
楽
会
や
講
演
会
、
展
示
会
な

ど
の
会
場
と
し
て
大

勢
の
市
民
に
親
し
ま

れ
、
昭
和
十
二
年
の

年
間
利
用
数
は
五
百

件
を
超
え
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
に
あ

っ
て
昭
和
二
十
年
の

長
岡
空
襲
を
生
き
延

び
た
こ
の
公
会
堂
は
、

老
朽
化
に
よ
り
昭
和

三
十
三
年
に
取
り
壊

さ
れ
、
跡
地
に
は
現

在
の
厚
生
会
館
が
建

ち
ま
す
。

現
在
、
市
役
所
の
本
庁
機
能
は
、

地
方
分
権
や
合
併
に
よ
る
業
務
の

拡
大
に
よ
り
、
本
庁
舎
の
ほ
か
、

市
内
各
所
の
分
室
や
分
庁
舎
に
分

散
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
舎

は
公
共
交
通
機
関
の
結
節
点
で
あ

る
中
心
市
街
地
か
ら
遠
い
た
め
、

誰
も
が
訪
れ
や
す
い
と
は
い
え
な

い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

合
併
し
て
広
が
っ
た
市
域
の
ど
こ

か
ら
で
も
気
軽
に
来
る
こ
と
の
で

き
る
、
利
便
性
の
高
い
市
役
所
の

整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
課
題
に
つ
い
て
検

討
す
る
行
政
機
能
再
配
置
検
討
市

民
委
員
会
（
会
長
・
豊
口
協
長
岡

造
形
大
学
理
事
長
）
を
設
置
し
、

四
月
二
十
六
日
と
五
月
十
八
日
、

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
本
庁
組
織
の
分

散
配
置
の
現
況
や
、
現
本
庁
舎
の

交
通
の
便
な
ど
、
市
役
所
配
置
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
た

上
で
、
三
つ
の
視
点
（
左
上
表
）

か
ら
今
後
の
検
討
を
進
め
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
長
岡
操
車
場
地
区
へ
の

移
転
案
や
支
所
庁
舎
の
活
用
案
は
、

交
通
の
利
便
性
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
面
か
ら
、
い
ず
れ
も
適
当

で
な
い
こ
と
を
検
証
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
を
移
転
先

と
し
た
場
合
の
駐
車
場
対
策
は
、

既
存
の
公
共
駐
車
場
の
活
用
と
併

せ
た
最
小
限
の
施
設
整
備
に
よ
り
、

対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
市
役
所

移
転
に
か
か
る
大
枠
の
検
討
案

（
下
表
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
「
市
役
所
で
用
を

足
す
つ
い
で
に
買
い
物
が
で
き
る

と
便
利
」「
合
併
し
た
地
域
か
ら
も

電
車
や
バ
ス
な
ど
で
気
軽
に
行
け

る
と
良
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
「
合
併
し
て
大

き
く
広
が
っ
た
長
岡
市
の
本
庁
が

長
岡
駅
前
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
は

望
ま
し
く
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
引
き
続
き
、
市
役

所
移
転
に
か
か
る
メ
リ
ッ
ト
や
コ

ス
ト
な
ど
を
整
理
・
検
討
し
、
夏

ご
ろ
を
め
ど
に
、
具
体
的
な
方
向

性
を
ま
と
め
ま
す
。

問
行
政
管
理
課

39
・
２
２
０
８

こ
の
た
び
長
岡
市
は
、
ユ
ニ
ー

株
式
会
社
（
愛
知
県
）
と
、
千
秋

が
原
南
側
部
分
へ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
出
店
に
伴
う
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
出
店
が
、
ま

ち
づ
く
り
や
雇
用
な
ど
、
地
域
社

会
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
万
一
、
将
来
撤
退
す
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
、
文
書
で
確
認
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
出
店
に
あ
た
っ
て

の
地
場
産
商
品
の
販
売
促
進
な
ど
、

事
業
者
の
地
域
貢
献
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
内
容
の
協
定
締
結
は
、

全
国
初
の
試
み
で
す
。

今
回
の
協
定
締
結
に
つ
い
て
森

市
長
は
「
自
治
体
と
企
業
が
、
地

域
経
済
や
雇
用
に
つ
い
て
協
議
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
双
方
で
確
認

で
き
ま
し
た
。
文
書
で
約
束
を
交

わ
し
た
意
義
は
大
き
い
で
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。
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市
役
所
移
転
の

検
討
状
況
を
報
告
し
ま
す

行
政
機
能
再
配
置
検
討
市
民
委
員
会
を
開
催

千秋が原南側部分に
ショッピングセンター
出店事業者と協定締結

撤退の通知は１年前までに

長岡市が目指す
行政機能再配置の視点

①市域のどこからもバスなどで行
きやすい便利な市役所や施設の
配置

②市民との対話や市民サービス向
上を重視した組織配置

③既存の空きビルや国の補助金の
活用、不要となった土地の売却
などによる徹底的な倹約

▲協定書に署名後、握手を交わす森市長
（写真左）とユニー（株）の佐々木社長

将来やむを得ず店舗を撤退する場合には
１年前までに市に撤退の通知


①従業員の配置転換や再就職
②後継店の誘致、地元テナント
の後継店での営業継続

③周辺環境・治安の維持
④取引業者の経営への影響

協定のポイント

事
業
者
側
は
最
大

限
の
配
慮
を
す
る

中心市街地
分散配置案

厚生会館地区の整備
と大手通地区の再開
発にあわせ、段階的
に本庁行政機能を分
散配置していく

※現本庁舎の活用

幸町の現本庁舎には、
教育系機能（学校教育、
社会教育、科学博物館、
中央公民館など）を集
中配置する






現本庁舎と市立劇場、
教育センターで、教育
・文化面での連携や機
能強化を図る







厚生会館地区
集中配置案

厚生会館地区の整備
にあわせ、同地区の
一角に本庁行政機能
を一括集中的に配置
する

全国初

市役所移転にかかる検討案



「
国
民
保
護
計
画
」
は
、
万
一
、

武
力
攻
撃
や
大
規
模
な
テ
ロ
が
起

こ
っ
た
と
き
に
、
国
・
県
・
市
町

村
な
ど
が
協
力
し
て
国
民
を
守
る

た
め
の
計
画
で
す
。
国
民
保
護
法

※
で
、
市
町
村
ご
と
に
策
定
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
国
民
保
護
協
議
会
を
設
置

市
で
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、

長
岡
市
国
民
保
護
協
議
会
を
設
置

し
ま
す
。
協
議
会
は
、
行
政
関
係

機
関
、
公
共
機
関
（
電
気
、
ガ
ス
、

輸
送
、
通
信
事
業
者
、
報
道
機
関

な
ど
）
の
代
表
、
有
識
者
の
ほ
か
、

市
民
の
公
募
も
含
め
七
十
人
以
内

の
委
員
で
構
成
。
国
民
の
保
護
に

関
す
る
主
な
役
割
で
あ
る
①
住
民

の
避
難
②
避
難
住
民
等
の
救
援
③

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
（
消
防

・
応
急
措
置
な
ど
）
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
方
法
を
審
議
し
、
国
民

保
護
計
画
の
素
案
を
策
定
し
ま
す
。

市
で
は
、
計
画
の
素
案
を
公
表

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
募
集
す
る
ほ
か
、
県
と
の
協

議
を
経
て
、
来
年
三
月
ま
で
に
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

長
岡
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま
す

武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
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山
古
志
支
所
移
転
準
備

事
務
所
を
設
置

山
古
志
地
域
に
戻
っ
て
暮
ら
す

住
民
の
た
め
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

復
旧
・
復
興
事
業
を
進
め
る
た
め
、

五
月
八
日
、
旧
役
場
隣
の
山
古
志

会
館
内
に
支
所
移
転
準
備
事
務
所

を
設
置
し
ま
し
た
。

同
支
所
の
業
務
全
般
は
、
現
在
、

青
葉
台
一
丁
目
の
長
岡
事
務
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
設
置

し
た
移
転
準
備
事
務
所
で
は
、
新

た
に
住
民
票
や
納
税
証
明
書
な
ど

の
各
種
証
明
書
の
発
行
、
闘
牛
や

農
林
業
な
ど
産
業
関
係
の
業
務
な

ど
を
行
い
ま
す
。
支
所
の
本
格
的

な
移
転
に
向
け
、
三
十
二
人
体
制

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

九
月
に
は
、
青
葉
台
の
事
務
所

に
仮
設
住
宅
入
居
者
へ
の
対
応
窓

口
を
一
部
残
し
、
支
所
の
本
体
機

能
を
旧
役
場
へ
移
す
予
定
で
す
。

正式な名称は、「武力攻撃事態等における国民の保護のた

めの措置に関する法律」といいます。

わが国が外部から武力攻撃（ゲリラ攻撃、ミサイル攻撃

など）や大規模なテロを受けた場合、国民の生命・身体・

財産を保護するための具体的な内容と国・県・市町村、公

共機関（電気、ガス、輸送、通信事業者、報道機関等）な

どの役割を定めた法律です。

～「国民保護法」での住民避難のしくみ～

国
（対策本部）

警報を発令

避難指示を出す
よう県に指示

・避難が必要な地域
・避難先となる地域

県
（対策本部）

警報を市に
通知

避難指示を
市に通知

・避難経路
・避難方法

市
（対策本部）

警報を住民に
伝達

避難指示を
住民に伝達

住民の
避難誘導

・消防などを指揮
・警察などに誘導を
要請

 



１武力攻撃などが迫ったとき

２避難する必要があるとき

応募資格＝市内在住の20歳以上（６月１日現在）で、国民
保護について関心があり、平日昼間に開催する会議（平
成18年度は３回程度予定）に出席できる人

募集人数＝２人（任期２年）
報 酬＝9,100円（会議１回につき）
申し込み＝６月12日～26日に、所定の用紙に800字以内

にまとめた応募動機などを記入し、〒940－8501（住所
記入不要）市役所５階危機管理防災課に郵送または持
参（募集要項および応募用紙は危機管理防災課と各支
所地域振興課で配布。市のホームページからもダウン
ロードできます）

※選考結果は６月末に通知します。

問危機管理防災課39・2262

長岡市国民保護協議会の委員募集

※「国民保護法」とは？

▲窓口業務をスタートした山古志支所移転
準備事務所

市
で
は
、「
な
が
お
か
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」（
期
間
は
平
成
13

年
度
～
22
年
度
）
を
策
定
し
、
男

女
平
等
と
共
同
参
画
を
目
指
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
で
前
期
五
カ
年
が
終
了

し
た
こ
と
や
、
市
町
村
合
併
で
新

市
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、
長
岡

市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推

進
懇
談
会
（
座
長
・
兒
嶋

こ

じ
ま

俊
郎
長

岡
大
学
教
授
）
を
中
心
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
て
同
計
画
を
見
直
し
、
新
た
に

後
期
五
カ
年
の
行
動
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
今
回
策
定
し
た
行
動

計
画
は
、
同
懇
談
会
か
ら
の
提
言

（
下
欄
）
に
基
づ
き
、
今
後
取
り

組
む
べ
き
事
業
と
そ
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
具
体
的
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で

計
画
を
推
め
ま
す

主
な
内
容
は
、
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ

ー
「
ウ
ィ
ル
な
が
お

か
」
を
拠
点
に
行
う

男
女
平
等
に
つ
い
て

の
意
識
啓
発
事
業
の

充
実
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
な
ど
に
よ

る
暴
力
）
防
止
と
被
害
者
支
援
の

充
実
、
男
女
共
同
参
画
条
例
の
制

定
に
向
け
た
調
査
・
研
究
、
子
育

て
支
援
体
制
の
充
実
、
事
業
主
を

対
象
と
し
た
女
性
雇
用
に
関
す
る

調
査
の
実
施
な
ど
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。
今
後
、
市
民
や
企
業
、

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
計
画

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

後
期
行
動
計
画
書
は
、
市
役
所
、

各
支
所
や
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
な
ど

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
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長岡市男女共同参画社会
づくり推進懇談会の提言

①政策評価の仕組みをつくること
②仕事と子育てが両立しやすい仕
組みの具体化

③性を正しく理解するための教育
の充実

④ＤＶ（配偶者などによる暴力）
の防止と被害者の生活自立化の
推進

⑤男女共同参画に関わる課題の調
査活動の充実

⑥男女共同参画条例の制定に向け
た取り組み

男女共同参画の後期５カ年の行動計画を策定

さらなる男女共同参画社会
を目指します

問企画課女性政策班39・2746

▲本を貸し出す子ども一日図書館員（５
月３日・中央図書館）

子どもの読書活動の推進で
中央図書館が文部科学大臣表彰を受賞

市立中央図書館が長年、子どもの
読書活動を積極的に推進してきたこ
とが認められ、このほど文部科学大
臣表彰を受賞しました。
評価されたのは、赤ちゃんに絵本

を贈るブックスタート、読み聞かせ
ボランティア養成講座、おはなし会

の開催、自動車文庫「米百俵号」の
学校巡回、小学生が図書館の仕事を
体験できる「子ども一日図書館員」
の実施などの活動です。
同館では、今後も八つの地域図書

館と連携して、読書に親しめる環境
づくりに取り組んでいきます。

今後も積極的に取り組みます
～男性の子育て参加を応援～

「ブックスタート」

５～７カ月の赤ちゃん相談の際に、保護
者に子育てのアドバイス集と一緒に絵本を
プレゼントしています。絵本の読み聞かせ
を応援する「ブックスタート」は、男性が
子育てに参加するきっかけづくりにもなっ
ています。
（写真：５月17日・与板ふれあい交流セン
ター）

～男女平等の意識を啓発～
「ウィルながおか」の各種事業

ウィルながおか（市民センター２階）で
は、家庭や職場などのさまざまな場面で男
女共同参画について考えるための講座（16
ページ参照）、女性のための悩み相談、情報
誌「あぜりあ」の発行などの活動を通して、
男女が互いに個性や能力を発揮できる社会
づくりを進めています。



開
催
し
ま
す
！

出
前
講
座

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
！
」
と

い
う
み
な
さ
ん
の
た
め
に
、

職
員
が
直
接
お
じ
ゃ
ま
す
る

出
前
講
座
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
っ
て
な
あ
に
？
」

を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

環
境
政
策
課

24
・
０
５
２

８
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
概
要
版
を
、
市
役

所
本
庁
の
市
民
情
報
ラ
ウ
ン

ジ
や
各
支
所
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

環
境
に
や
さ
し
い
三
つ
の
資
源
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
七

つ
。
す
で
に
動
き
始
め
て
い
る
取

り
組
み
と
合
わ
せ
て
、
主
な
も
の

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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▲先進事例を調査する委員のみなさ
ん。委員会では各新エネルギーの導
入可能性を検討。エネルギーに関す
る市民アンケートも実施しました。

新新新新
エエエエ
ネネネネ
ルルルル
ギギギギ
ーーーー
でででで

環環環環
境境境境
にににに
やややや
ささささ
しししし
いいいい
まままま
ちちちち
づづづづ
くくくく
りりりり

３３
つつ
のの
資資
源源
をを
有有
効効
活活
用用

１
地
場
産
の
天
然
ガ
ス

２
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

３
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

※バイオマス…植物などから
得られる有機物。木くずや農
作物、排泄物など

天
然
ガ
ス
を
効
率
の
良

い
新
し
い
形
で
利
用
す

る
こ
と
も
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一
つ
で
す
。

新エネルギービジョンの中心は
地場産の天然ガスの有効利用です。
実は、国内で産出される天然ガス
の４分の１が長岡産。越路地域や
長岡地域（親沢町）を中心に１日最
大430万（1,000万人が１日に使
うガスの量に相当）のガスを産出
でき、市内に都市ガスとして供給
したり、パイプラインで東北や関
東甲信地域に送ったりしています。

石油に比べて環境に優しい

天然ガスの主成分はメタンです。石油や石炭と同じ
化石燃料の一つですが、燃やしたときに発生する二酸
化炭素や窒素化合物が少なく、また、硫黄酸化物を排

出しない環境にやさしいエネルギーです。

長岡市天然ガス活用基本プランを策定

さまざまな分野で技術開発が進み、幅広く利用でき
る天然ガス。市では、この豊富な資源をまちづくりに
生かすため、今年３月、新エネルギービジョンと一緒
に「長岡市天然ガス活用基本プラン」を策定しました。
地場産ガスの直接供給や発電事業による企業立地の促
進、天然ガスコージェネレーションシステムの導入な
どを進めていきます。基本プランについてのお問い合
わせは企画課39・2204へどうぞ。

知っていますか？
天然ガスの産出量日本一は…なんと長岡市！

二酸化炭素排出量 窒素酸化物排出量 硫黄酸化物排出量

資源燃焼時の排出量の比較（石炭燃焼時を100とする）

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
の

は
、
専
門
家
や
市
民
の
代
表
な
ど

十
五
人
で
構
成
す
る
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
で

す
。委

員
会
で
は
、
太
陽
の
熱
や
光
、

風
、
植
物
の
ほ
か
家
庭
か
ら
出
る

ご
み
を
利
用
す
る
も
の
な
ど
、
数

多
く
あ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
か

ら
、
何
が
長
岡
市
に
適
し
て
い
る

か
を
調
査
し
ま
し
た
。

親沢町に新たに掘っているガス井戸だよ。
地下4,600ｍまで掘るんだって。

地
球
温
暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
枯
渇

。

石
油
な
ど
の
大
量
消
費
が
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
自
然
の
力
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
生
ま
れ
る
ク
リ
ー
ン

な
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
着
目
。
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
す
た
め
、
今
年
二
月
「
長
岡
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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特集 新エネルギーで環境にやさしいまちづくり

天然ガスで発電をしながら、その際に発生する熱も

同時に利用するシステムです。通常の発電方法では捨

ててしまっている熱エネルギーを給湯や暖房などに使

うことで天然ガスの持つエネルギーの約80％（電気の

みの利用では25～40％）を使うことができます。

長岡防災シビックコア地区でも導入を検討

「日本一災害に強いまちの防災拠点」を支えます

長岡防災シビックコア地区への天然ガスコージェネ

レーションシステムの導入を検討します。コージェネ

レーションと既存の電力を併用することで、災害時に

おいても必要なエネルギーを確保できるシステムを目

指します。

天然ガス自動車は、

ガソリン車に比べて排

気ガスがクリーンです。

すでに約50台が市内を

走っており、市でもご

み収集車など７台が活

躍しています。今年度、

国のモデル地区の指定

を受けて、平成20年ま

でに市や事業所などで

さらに30台以上を導入

する予定です。

１１．．地地場場産産のの天天然然ガガススのの有有効効活活用用

天然ガスコージェネレーション
システムの導入促進

「高齢者セン
ターしなの」の
ある健康の駅な
がおかでは、天
然ガスコージェ
ネレーションシ
ステムを導入し
ています。

始まっています！

天然ガス自動車の普及促進

始まっています！

▲市のごみ収集車。市内のガスス
タンドで天然ガスを充てんします。

越路西小学校のスクール
バスも天然ガス自動車です。

家庭から出る生ごみを分別回収して、

微生物の力で発酵処理。天然ガスに近い

成分のバイオガスを製造します。今年度、

生ごみバイオマス活用調査委員会（仮称）

で事業化について検討します。

２２．．ババイイオオママスス資資源源のの有有効効活活用用

生ごみバイオガス
プラントの導入

３３．．太太陽陽エエネネルルギギーーのの有有効効活活用用

長岡は冬の日照時間が短い

反面、春から秋にかけて晴れ

の日が多く、年間で考えると

十分な太陽エネルギーが確保

できることが分かりました（全

国平均の85％）。技術開発の動

向を見ながら現在越路地域で

実施している補助制度を全市

に広げる検討をします。

家庭用太陽エネルギー
システムの普及促進

▲市の長岡中央浄化センターでは下
水の処理過程で発生したガス（消化
ガス）を精製してガス会社に販売し、
年間約1,100万円の収入を上げていま
す（写真はガスの精製設備）。

み
ん
な
の
家
で
使
っ
て
い
る
都
市

ガ
ス
の
１
％
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
生

ま
れ
た
ガ
ス
な
ん
だ
よ
！

始まっています！

▲昨年、補助を利用して自宅の屋根に太陽光発電
を設置した越路地域の番場さん。「娘が環境問題に
関心を持ったのがきっかけです。毎日、発電量を
見るのが楽しみで、省エネにも励むようになりま
した」と話しています。冬を除いて月平均5,500円
分の発電ができたそうです。

長岡でも
太陽光発
電ができ
るのね！

このほか、

天然ガスによる
燃料電池の普及
促進

廃食油のバイオ
ディーゼル燃料
製造システム

防災拠点などで
の太陽光発電
システム

について取り組みを進め
ます。

始まっています！



五
月
二
十
一
日
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
青
空
の

下
、
寺
泊
中
央
海
水
浴
場
で
「
み
ん
な
集
ま
れ
！

て
ら
ど
ま
り
渚
ウ
エ
ー
ブ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
海
岸
清
掃
を
通
し
て
合

併
地
域
間
の
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

海
の
寺
泊
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
「
ふ

る
さ
と
創
生
基
金
事
業
」
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

各
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
約
六
百
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
流
木
や
空
き
缶
な
ど
ご
み
拾
い
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

作
業
の
後
は
、
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
寺
泊
名
物
の
番
屋
汁
を
堪
能
。
参
加
者
か
ら

は
「
寺
泊
の
海
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」

「
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
人
と
話
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」「
今
度
は
泳
ぎ
に
来
た
い
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

五
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
美
し
い
雁
木

が
ん

ぎ

通
り
が
残
る
栃
尾
地

域
で
、「
と
ち
お
町
め
ぐ
り
雁
木
あ
い
ぼ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（「
あ
い
ぼ
」
と
は
「
歩
こ
う
」
と
い
う
意
味
）。

全
国
で
三
番
目
の
規
模
を
誇
る
雁
木
通
り
を
歩
き
な
が
ら
栃

尾
の
文
化
や
伝
統
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
ま
ち
全
体
を
会
場

に
し
て
、
わ
ら
細
工
の
実
演
や
昔
の
遊
び
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
は

昔
懐
か
し
い

雰
囲
気
を
楽

し
み
ま
し
た
。

雁
木
あ
い

ぼ
は
十
月
に

も
開
催
さ
れ

ま
す
。

栃 尾

雁
木
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

雁
木
通
り
で
栃
尾
を
楽
し
む▲格子戸の奥の武者飾に興

味津々の親子連れ。

五
月
四
日
か
ら
十
四
日
ま

で
、
小
国
町
八
王
子
で
八
石

は
ち
こ
く

ぼ
た
ん
鑑
賞
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。「
八
石
ぼ
た
ん
」
は
、

八
石
山
に
自
生
す
る
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
の
地
元
で
の
呼
び
名

で
、
淡
い
青
紫
色
の
花
は
山

野
草
の
女
王
と
呼
ば
れ
ま
す
。

鑑
賞
会
を
開
い
た
中
村
穆

き
よ
し

さ
ん
・
幸
さ
ん
夫
妻
は
、
こ
の
花

に
魅
せ
ら
れ
、
十
年
以
上
前
か
ら
自
分
た
ち
で
育
て
た
苗
を
山

に
戻
す
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
見
事
に
咲
い
た
八
石
ぼ
た
ん
を
見
な
が
ら
「
春

の
山
に
咲
く
本
来
の
姿
や
美
し
さ
を
見
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

小 国

山
野
草
の
女
王

八
石
ぼ
た
ん
を
鑑
賞

▲見事な八石ぼたんの群生
に、訪れた人は驚きの声を
上げていました。

寺

泊

海岸清掃で寺泊の魅力を再発見

てらどまり渚ウエーブ

五
月
十
三
日
、
青
葉
台
の
田
ん
ぼ
で
山
古
志
地
域
と
青
葉
台

地
区
の
住
民
が
一
緒
に
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
青
葉
台
山
古
志
応
援
団
の
み
な
さ
ん
が
米
づ
く
り

を
し
な
が
ら
交
流
を
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
も
の
。
慣
れ
な
い

作
業
に
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
人
も
、
ベ
テ
ラ
ン
の
や
さ
し
い

指
導
で
、
次
第
に
手
付
き
が
よ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
山
古

志
に
戻
っ
て
か
ら
も

交
流
は
続
け
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。
秋
に
は
、
収
穫

し
た
米
で
も
ち
つ
き

が
行
わ
れ
ま
す
。

山古志

青
葉
台
地
区
の
住
民
と

田
植
え
で
交
流▲子どもたちは、裸足で田

植えに挑戦。

五
月
十
三
日
、
三
島
地

域
で
「
山
菜
の
天
ぷ
ら
パ

ー
テ
ィ
ー
と
野
菜
作
り
体

験
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
催
し
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
な
が
お
か
生
活
情
報

交
流
ね
っ
と
三
島
検
討
会
」

が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
五
回
目
で
す
。
四
十
人
の
参
加
者
は
、
市
民
農

園
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
る
有
機
農
業
を
体
験
。
そ
の
後

は
、
大
杉
公
園
で
自
ら
山
で
採
っ
て
き
た
ウ
ド
や
タ
ラ
の
芽
な

ど
三
島
地
域
の
山
の
幸
の
て
ん
ぷ
ら
を
堪
能
し
な
が
ら
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

三 島

土
に
親
し
み
、
食
を
楽
し
む

野
菜
作
り
体
験
ツ
ア
ー

▲秋の収穫を楽しみに、１本
１本丁寧に苗を植えました。

▲参加者は流木の多さに驚きながらも丁寧にごみを拾っていき
ました。約１時間で集まったごみはトラック２台分。
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五
月
三
日
、
越
路
体
育
館
で
越
路
地
域
の
成
人
式
が
開
催
さ

れ
、
新
成
人
百
六
十
八
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
竹
内
照
晶

て
る
あ
き

さ
ん
が
「
一
人

の
大
人
と
し
て
し
っ
か
り
考
え
、
行
動
し
、
一
歩
一
歩
進
ん
で

い
き
た
い
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
開
か
れ
た
記
念
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
中
学
校
時
代

の
恩
師
も
参
加
。

お
祝
い
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
贈
る
と
と

も
に
、
昔
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
。

会
場
に
は
、
新
成

人
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

越 路

旧
友
と
笑
顔
で
再
会

越
路
地
域
で
成
人
式

▲中学校の恩師に感謝の気
持ちを込めて花束を贈呈。

刈
谷
田
川
を
挟
ん
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
之

島
と
見
附
市
今
町
の
大
凧
合
戦
は
初
夏
の
風
物

詩
で
す
。
今
年
は
六
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

伝
統
の
大
凧
合
戦
に
向
け
て
、
四
月
か
ら
始

ま
っ
た
絵
付
け
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
は
専
門
の
職
人
に
依
頼
す
る
地
域
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
中
之
島
地
域
で
は
、
実
際

に
大
凧
を
上
げ
る
「
凧
組
」
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
が
自
ら
筆
を
持
ち
ま
す
。
毎
晩
、
仕
事
が
終

わ
る
と
公
民
館
に
集
ま
り
、
約
十
畳
も
あ
る
大

凧
に
向
か
い
ま
す
。
一
枚
を
仕
上
げ
る
の
に
約

三
日
。
熟
練
の
技
と
根
気
の
い
る
作
業
が
連
日

続
け
ら
れ
ま
す
。

七
・
一
三
水
害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
中

之
島
地
域
。
大
空
に
揚
が
る
凧
の
勇
姿
で
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
、
筆
を
持
つ
手
に
も

力
が
入
り
ま
す
。

五
月
四
日
、「
里
山
の

再
生
と
冒
険
の
森
づ
く

り
」
を
進
め
る
赤
城
コ

マ
ラ
ン
ド
で
植
樹
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

遊
ぶ
だ
け
で
な
く
、

み
ん
な
で
森
づ
く
り
を

進
め
て
い
こ
う
と
行
わ

れ
て
い
る
植
樹
会
は
今
回
で
十
一
回
目
。
こ
の
日
は
、
約
七
百

人
が
参
加
し
「
ま
た
ぎ
衆
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一

緒
に
、
植
樹
や
き
の
こ
の
菌
の
コ
マ
打
ち
作
業
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
ブ
ナ
の
苗
を
植
え
た
上
組
小
一
年
の
小
市
龍
太
郎
く
ん

は
、「
こ
こ
で
遊
ん
だ
り
ご
飯
を
食
べ
た
り
す
る
の
が
大
好
き
」

と
汗
を
拭
き
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

長 岡

森
で
遊
び
、
森
に
学
ぶ

赤
城
コ
マ
ラ
ン
ド
で
植
樹

▲「またぎ衆」と一緒に、
子どもたちも元気に植樹。

中
之
島

感謝の気持ちと復興への願いを込めて

大凧づくり真っ最中

和
風
庭
園
「
楽
山
苑

ら
く
ざ
ん
え
ん

」
で
五
月
十
三
日
の
夜
、「
満
月
の
劇
場
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

で
浮
か
び
上
が
っ
た
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
も
う
と
約
五
百

人
が
訪
れ
て
、
橘

た
ち
ば
な

太
鼓
や
十
五
夜
屋
台
囃
子

ば
や
し

な
ど
与
板
地
域
の

伝
統
芸
能
を
堪
能
。

「
楽
山
亭
」
で
は
、

良
寛
と
三
人
の
女
性

の
物
語
「
与
板
で
咲

い
た
花
三
輪
」
の
朗

読
も
行
わ
れ
、
訪
れ

た
人
た
ち
は
情
緒
あ

る
語
り
に
静
か
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

五
月
十
四
日
、
さ
わ
や

か
な
五
月
晴
れ
の
下
、
恒

例
の
ト
リ
ム
ハ
イ
キ
ン
グ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
百
七

十
人
の
参
加
者
は
、
道
の

駅
「
良
寛
の
里
わ
し
ま
」

か
ら
落
水
海
水
浴
場
ま
で

の
往
復
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
歩
き
な
が
ら
和
島
の
自

然
を
満
喫
。
海
に
着
く
や
、

子
ど
も
た
ち
は
、
海
草
を
拾
っ
た
り
、
砂
で
ダ
ム
や
山
を
作
っ

た
り
し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
、
服
が
濡
れ
る
の
も
か
ま
わ
ず
春
の

海
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
た
っ
ぷ
り
遊
ん
だ
後
は
、
お
父

さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
特
製
豚
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

与 板

幻
想
的
な
雰
囲
気
で
観
客
を
魅
了

楽
山
苑
で
「
満
月
の
劇
場
」

和 島

さ
わ
や
か
な
五
月
の
風
を
感
じ
て

ト
リ
ム
ハ
イ
キ
ン
グ

▲例年より多い約60枚の大凧を仕上げる凧組のみなさん。絵柄
は勇壮な武者絵が人気です。

▲楽山苑をバックに、迫力ある
橘太鼓を披露。

▲鳥の鳴き声を楽しみながらゆっく
り、のんびりマイペース。
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■
灯
ろ
う
流
し

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

場
所
＝
柿
川
の

一
之
橋
～
柿
川
橋
付
近

問

長

岡
青
年
会
議
所

34
・
０
０
６
９

■
大
民
踊
流
し

時
間
＝
午
後
７
時
30
分
～
８
時
50

分
（
予
定
）

参
加
料
＝
無
料

申

６
月
16
日

ま
で
に
長
岡
商
工
会

議
所

32
・
４
５
０
０
へ

◇
生
涯
学
習
相
談
室
チ
ー
ム
で
一

緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。
個
人
や

グ
ル
ー
プ
、
初
心
者
の
参
加
も

大
歓
迎

練
習
日
時
＝
６
月
28
日

…
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
、
７
月
６

日

・
26
日

・
29
日

…
午
後

６
時
30
分
～
８
時
30
分

練
習
会

場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

参
加

料
＝
１
、０
０
０
円
（
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
代
、
保
険
料
な
ど
）

募
集
人

員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

持
ち

物
＝
足
袋
、
草
履
（
浴
衣
と
帯
は

貸
し
出
し
）

申

６
月
20
日


（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が

き
の
往
信
の
裏
に
「
民
踊
流
し
参

加
希
望
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
性
別
を
、
返
信

の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
０
０
７

２
柳
原
町
２
の
１
生
涯
学
習
相
談

室

38
・
６
５
５
２
へ

■
万
燈
み
こ
し

時
間
＝
午
後
８
時
50
分
～
10
時

（
予
定
）

集
合
＝
午
後
６
時
30

分
、
厚
生
会
館
脇
宝
田
公
園

対

象
＝
18
歳
以
上

参
加
料
＝
５
０

０
円
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
）

定

員
＝
50
人
（
先
着
）

申
米
百
俵

神
輿
会
・
殖
栗
さ
ん

０
９
０
・

６
９
３
７
・
４
６
７
８
ま
た
は

35

・
３
６
７
７
へ
（
フ
ァ
ク
ス
の
場

合
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
）
※
米
百
俵
ハ
ッ
ピ

を
貸
し
出
し
ま
す
。

■
大
手
通
り

商
店
街
み
こ
し

集
合
＝
午
後
１
時
と
午
後
７
時

対
象
＝
18
歳
以
上

参
加
料
＝
無

料

定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

申
７
月
20
日

ま
で
に
大
手
通
商

店
街
事
務
所

30
・
５
５
９
０
へ

（
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

※
大
手
通
商
店
街
の
ハ
ッ
ピ
を
貸

し
出
し
ま
す
。
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平成17年度長岡まつり収支報告
昨年はたくさんのご協賛をいただき、誠にありがとうございました。

今年もみなさんから喜んでいただけるまつりにするため、ご協力をお願いします。

８
月
１
日


〔
前
夜
祭
〕

長
岡
ま
つ
り

参
加
者
大
募
集

長
岡
ま
つ
り
協
議
会
事
務
局

（
大
手
通
２
の
１
の
５
大
手
通
分
室
観
光
課
内
）


39
・
２
２
２
１


39
・
３
２
３
４

■
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
～
午
後
３

時
（
両
日
と
も
）

場
所
＝
ス
ズ

ラ
ン
通
り

出
店
料
＝
１
マ
ス
（
約

３
ｍ
×
１
・
８
ｍ
）
５
０
０
円
（
先

着
１
０
０
マ
ス
）

申
７
月
31
日


ま
で
に
ス
ズ
ラ
ン
通
商
店
街
振

興
組
合
事
務
局

32
・
２
４
８
０

へ
（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時
）

■
市
民
花
火

（
米
百
俵
花
火
）

今
年
は
市
制
１
０
０
周
年
に
合

わ
せ
、
10
号
１
０
０
連
発
で
す
。

み
ん
な
で
花
火
を
打
ち
上
げ
て
１

０
０
周
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

参
加
費
＝
１
口
３
、０
０
０
円
（
何

口
で
も
可
）

特
典
＝
１
口
に
つ

き
長
岡
ま
つ
り
協
賛
チ
ケ
ッ
ト
を

２
枚
進
呈
。
ま
た
、
抽
選
で
ペ
ア

75
組
を
８
月
３
日

の
サ
ジ
キ
席

に
ご
招
待
（
当
選
者
に
は
７
月
中

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

申
６
月
30
日

ま
で
に
取
扱
金
融

機
関
に
備
え
付
け
の
指
定
用
紙
で

振
り
込
み

★
取
扱
金
融
機
関

北
越
銀
行
、
大
光
銀
行
、
第
四
銀

行
、
長
岡
信
用
金
庫
、
り
そ
な
銀

行
、
富
山
第
一
銀
行
、
新
潟
県
信

用
組
合
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、
越

後
な
が
お
か
農
協

※
現
金
書
留
の
場
合
は
〒
９
４
０

―
０
０
６
２
大
手
通
２
の
１
の
５

長
岡
市
観
光
課
内
長
岡
ま
つ
り
協

議
会
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

８
月
２
日
・
３
日
に
打
ち
上
げ

て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
は
、
今

年
は
８
月
４
日

に
開
催
す
る
世

界
の
花
火
シ
ョ
ー
で
打
ち
上
げ
ま

す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
14
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
大
型
花
火

職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ー
マ

イ
ン
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

価
格
＝
ス
タ
ー
マ
イ
ン
30
万
６
、０

０
０
円
か
ら

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン

51
万
円
か
ら

ベ
ス
ビ
ア
ス
大
ス

タ
ー
マ
イ
ン
66
万
３
、０
０
０
円
か

ら

ベ
ス
ビ
ア
ス
超
大
型
ス
タ
ー

マ
イ
ン
１
３
２
万
６
、０
０
０
円
か

ら

申
６
月
23
日

ま
で
に
長
岡

ま
つ
り
協
議
会
へ
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有料観覧席でゆっくりと
花火を観覧しませんか

申７月13日までに長岡まつり予約センター35・9244へ（受け付けは平日の午前
９時～午後５時30分）。長岡市ホームページ http://www.city.nagaoka.niigata.jp
からも申し込みできます。

長
岡
ま
つ
り
の
起
源

華
や
か
な
大
花
火
大
会
で
全
国
に
知
ら
れ
る
長
岡
ま
つ
り
。
そ
の
起
源

は
昭
和
20
年
８
月
１
日
の
長
岡
空
襲
に
発
し
て
い
ま
す
。
実
に
９
２
４
ト

ン
、
約
16
万
発
の
焼
夷
弾

し
ょ
う
い
だ
ん

の
投
下
に
よ
り
、
旧
市
街
地
の
８
割
が
焼
失
。

１
、４
７
０
人
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
空
襲
の
翌
年
（
昭
和
21
年
）、

慰
霊
と
戦
災
復
興
へ
の
気
運
を
高
め
よ
う
と
「
長
岡
戦
災
復
興
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
26
年
に
は
復
興
か
ら
発
展
へ
の
願
い
を
込
め
て
「
長

岡
ま
つ
り
」
と
名
称
を
変
え
、
以
降
、
平
和
と
発
展
を
願
う
市
民
の
力
で

多
く
の
人
を
魅
了
す
る
ま
つ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
２
日


３
日


〔
昼
行
事
〕

８
月
２
日


３
日


〔
大
花
火
大
会
〕 ▲昼行事恒例のフリーマーケット

長長岡岡市市民民にに大大ききなな感感動動をを与与ええたた震震災災復復興興祈祈願願花花火火フフェェニニッッククスス



●
「
海
の
生
活
文
化
展
」
開
催
中

古
来
よ
り
伝
わ
る
海
に
関
す
る

収
蔵
品
（
漁
具
、
生
活
用
品
）
を

展
示
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
６
月
７
日

・
28
日

休
館
）

入
館
料
＝
大
人
７
０
０
円
、
中
学

生
４
５
０
円
、
小
学
生
３
５
０
円
、

３
歳
以
上
２
０
０
円


野
外
博
物
館
道
草
コ
ー
ス

市
街
地
で
の
気
軽
で
楽
し
い
植

物
観
察
会
で
す
（
雨
天
中
止
）。

日
時
＝
６
月
24
日

午
前
９
時
～

正
午

観
察
地
＝
科
学
博
物
館
～

信
濃
川

集
合
＝
同
館
展
示
室
前

対
象
＝
小
学
生
以
上
（
小
学
校
低

学
年
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝

帽
子
、
筆
記
用
具

参
加
料
＝
50

円

申
６
月
22
日

ま
で


野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
の
ガ
イ
ド

で
野
鳥
を
観
察
（
雨
天
決
行
）。

日
時
＝
６
月
25
日

午
前
６
時
～

９
時

観
察
地
＝
三
島
地
域
蓮
花

寺
周
辺

集
合
＝
大
杉
公
園
駐
車

場

対
象
＝
小
学
生
以
上

持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼
鏡

な
ど

参
加
料
＝
50
円

申
６
月

22
日

ま
で


野
外
博
物
館

地
域
め
ぐ
り
コ
ー
ス
第
３
回

合
併
で
広
が
っ
た
長
岡
市
で
最

も
標
高
の
高
い
所
と
東
の
端
を
訪

ね
ま
す
。
詳
細
は
申
し
込
み
受
け

付
け
後
に
連
絡
し
ま
す
（
雨
天
中

止
。
積
雪
や
道
路
の
状
況
で
変
更
）。

日
時
＝
６
月
25
日

午
前
８
時
～

午
後
３
時

観
察
地
＝
守
門
岳

（
大
岳
周
辺
）

集
合
＝
保
久
礼

ほ
っ
き
ゅ
う
れ
い

小

屋
前（
栃
堀
）

対
象
＝
小
学
４
年

生
～
一
般
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
昼
食
、

飲
み
物
、
登
山
装
備

参
加
料
＝

50
円

申
６
月
20
日

ま
で


星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天
、

曇
天
の
場
合
は
中
止
）。

日
時
＝
６
月
16
日

午
後
７
時
30

分
～
８
時
30
分
（
予
備
日
…
６
月

21
日

、
時
間
は
同
じ
）


父
の
日
・
七
宝

し
っ
ぽ
う

焼
き
の
つ
ど
い

日
時
＝
６
月
18
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

内
容
＝
ネ
ク
タ

イ
ピ
ン
づ
く
り
な
ど

対
象
＝
小

学
４
年
生
～
高
校
生
、
ま
た
は
そ

の
親
子

定
員
＝
15
人

材
料
費

＝
３
０
０
円
～
１
、１
０
０
円

申

６
月
15
日

ま
で

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
６
月
３
日


か
ら
９
月
10
日

ま
で
、「
ゴ
ン

の
夏
休
み
―
茂
助
と
キ
ツ
ネ
の
親

子
―
」
を
投
映
し
ま
す
。


笹
だ
ん
ご
講
座

日
時
＝
６
月
24
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

定
員
＝
15
人
（
多
数

の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
７
０

０
円


手
打
ち
そ
ば
講
座

日
時
＝
７
月
５
日

午
前
10
時
～

午
後
１
時

定
員
＝
20
人
（
多
数

の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
３
０

０
円

◇

◇

申

６
月
10
日

ま
で

６
月
15

日

ま
で
（
い
ず
れ
も
消
印
有
効
）

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に

希
望
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
〒
９
４

０
―
０
８
２
１
栖
吉
町
３
６
７
０

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
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震
災
関
連
の
お
知
ら
せ

●
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

対
象
と
な
る
工
事
と
助
成
額

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
工
事

を
始
め
る
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
克
雪
住
宅
協

調
整
備
事
業
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
る
工
事
は
対
象
外
で

す
。

申
請
期
限
＝
11
月
30
日

ま
で

工
事
完
了
期
限
＝
来
年
１
月
20

日

ま
で

対
象
住
宅
＝
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
１
戸
建
て

②
柱
、
は
り
、
壁
な
ど
の
大
部

分
が
木
造

③
耐
震
診
断
で
判
定
基
準
の
総

合
評
点
が
１
・
０
未
満
（
＝
倒

壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
）

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

★
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
（
自
己
負

担
は
１
０
、０
０
０
円
）。

詳
細
は
市
政
だ
よ
り
４
月

号
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
請
期
限
＝
11
月
30
日

ま

で

◇

◇

申
都
市
開
発
課

39
・
２
２
２

６●
代
替
家
屋
や
償
却
資
産
に
対

す
る
固
定
資
産
税
と
都
市
計

画
税
を
減
額
し
ま
す

震
災
で
損
壊
し
た
家
屋
や
償

却
資
産
の
代
わ
り
に
、
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

家
屋
な
ど
は
、
取
得
し
た
翌
年

度
か
ら
４
年
間
、
固
定
資
産
税

と
都
市
計
画
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
申
請
が
必
要
で
す
。

問
資
産
税
課

39
・
２
２
１
３
、

中
之
島
・
越
路
・
寺
泊
・
栃
尾

支
所
は
税
務
課
、
三
島
・
山
古

志
・
小
国
・
和
島
・
与
板
支
所

は
市
民
生
活
課

寺
泊
水
族
博
物
館


75
・
４
９
３
６

科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー


34
・
５
３
６
０

「長岡市発！情報宅配便」６／５放送開始！
エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）

毎月第１月曜日午前９時30分から、長岡市の旬な話題を市長や市の幹
部のインタビュー、現場映像、地域の声などを交えて分かりやすくお伝
えします。放送日翌日からは市のホームページでもご覧になれます。
詳しい放送日時は左ページの市政広報番組欄をご覧ください

初回（６月５日９時30分から）＝森市長インタビュー、熱中！感動！
夢づくり教育、四季のイベント報告など

対象となる工事 助成額

耐震改修工事…基礎や壁などを補強し、耐震診断の総合評
点を1.0以上にする

工事費の１／３
上限：60万円

融雪装置設置併用耐震改修工事…屋根を軽量化し、電気ま
たは温水式の融雪装置の設置と壁などの補強で、評点を
1.0以上にする

工事費の１／２
上限：100万円

シェルター補強工事…少人数の高齢者世帯などを対象とす
るもので、評点が0.7未満と判定された住宅の１階就寝
室を中心に補強し、１階の評点を0.7以上にする

工事費の１／３
上限：30万円

新新

●
平
成
19
年
度

使
用
教
科
書
展
示
会

来
年
度
使
用
の
高
校
教
科
書
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
16
日

～
30
日

午

前
９
時
～
午
後
６
時
（
土
・
日
は

午
後
５
時
ま
で
）

会
場
＝
教
育

セ
ン
タ
ー
（
三
和
２
）

●
十
分
盃
の

じ
ゅ
う
ぶ
ん
は
い

展
示
を
再
開

地
震
で
破
損
し
た
十
分
盃
の
修

復
が
完
了
。
質
素
、
倹
約
、
自
制

心
を
尊
ぶ
、
長
岡
の
気
風
を
示
す

貴
重
な
歴
史
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

入
館
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
高
校

生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
５

０
円
（
団
体
割
引
あ
り
）

開
館

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）、
祝
日
の
翌
日

対
象
は
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
40
歳
未
満
の
人
。
会
場
は

す
べ
て
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
す
。


初
心
者
の
た
め
の

着
物
着
付
け
教
室

日
時
＝
６
月
22
日
～
８
月
31
日
の

毎
週
木
曜
日
（
８
月
３
日
を
除
く

計
10
回
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
１
、８
０
０
円

講
師
＝

美
容
師
・
篠
田
由
紀
子
さ
ん

申

６
月
12
日

～
20
日



や
さ
し
い
英
会
話
教
室

英
会
話
の
基
礎
か
ら
楽
し
く
学

べ
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
！

日
時
＝
６
月
27
日
～
９
月
19
日
の

毎
週
火
曜
日
（
７
月
25
日
と
８
月

１
日
・
15
日
を
除
く
計
10
回
）
午

後
７
時
30
分
～
９
時

定
員
＝
30

人
（
先
着
）

受
講
料
＝
７
０
０

円

申
６
月
14
日

～
23
日



楽
し
い
教
養
講
座

受
講
生
追
加
募
集

期
間
＝
７
月
～
９
月
（
計
９
回
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時
（
料
理

は
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
）

受
講
料
＝
料
理
７
、１
０
０
円
、
花

道
９
、５
０
０
円
、
茶
道
・
ペ
ン
毛

筆
４
、１
０
０
円
（
い
ず
れ
も
協
議

会
費
４
０
０
円
が
別
途
必
要
）

申
６
月
30
日

ま
で
（
先
着
）
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
学
校
や
子
ど
も
会
な
ど
に
紙

芝
居
を
呼
び
ま
せ
ん
か（
無
料
）

長
岡
空
襲
の
惨
禍
と
平
和
の

大
切
さ
を
青
少
年
に
伝
え
る
た

め
、
紙
芝
居
「
長
岡
空
襲

思

い
出
の
記
」
の
公
演
を
希
望
す

る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
＝
７
月
１
日
～
来
年
２
月

末

対
象
人
数
＝
①
紙
芝
居
「
思

い
出
の
記
」「
長
岡
の
白
」
の
公

演
（
１
時
間
）
…
20
～
１
０
０

人
②
紙
芝
居
「
思
い
出
の
記
」

の
公
演
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
１
時
間
30
分
）…
２
０
０
～
３

０
０
人

申
７
月
31
日

ま
で


長
崎
原
爆
展

期
間
＝
７
月
１
日

～
17
日


会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
地
下

展
示
内
容
＝
写
真
展
示
、
原
爆

被
災
資
料
、
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

☆
被
爆
者
体
験
講
話

日
時
＝
7
月
１
日

・
２
日


・
15
日

・
16
日

午
後
２
時

～
３
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
２
・
２
０
３
会
議
室

申
６
月
21
日

ま
で


長
岡
空
襲
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
画
を
探
し
て
い
ま
す

市
で
は
7
月
22
日

～
8
月

20
日

、「
市
民
が
描
く
長
岡
空

襲
の
体
験
画
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
戦
時
中
や
空
襲
直
後
の
長

岡
を
描
い
た
絵
画
を
所
有
し
て

い
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
6
月
30
日

ま
で


長
岡
空
襲
体
験
者
座
談
会

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
17
日

午
後
１
時

30
分
～
４
時

会
場
＝
市
民
セ

ン
タ
ー
２
０
２
・
２
０
３
会
議

室

内
容
＝
中
島
国
民
学
校
（
現

・
中
島
小
学
校
）
の
卒
業
生
に

よ
る
体
験
談
発
表


リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
太
平
洋
戦

争
と
長
岡
空
襲
―
昭
和
20
年

の
夏
の
日
を
忘
れ
な
い
―
」

を
刊
行

太
平
洋
戦
争
と
長
岡
空
襲
の

概
要
や
体
験
談
、
戦
時
中
の
写

真
な
ど
を
掲
載
。
長
岡
戦
災
資

料
館

36
・
３
２
６
９
と
庶
務

課
で
販
売
（
３
０
０
円
）。

「青少年健全育成のつどい」で

元全日本女子ソフトボール監督
宇津木妙子さんが講演（無料）

日時＝６月27日午後６時30分から
会場＝リリックホール・シアター
定員＝450人 演題＝「努力は裏切ら
ない」 ※入場整理券が必要です。
市民センター、市民の声情報室（市
役所１階）、生涯学習課（柳原分庁舎
４階）、各支所教育委員会分室で配布
しています。Ｅメールseisyone@city.
nagaoka.niigata.jpでも受け付けます。
問生涯学習課32・5110

毎年７月は「社会を明るくする運動強調月間」
子どもたちの健やかな成長と犯罪のない明るい社会を、

街頭キャンペーンで呼びかけます。
日時と会場＝①７月８日午後１時から…市民センター
前②７月16日午後１時から…長岡臨時闘牛場
問長岡地区保護司会36・4333

教
育
セ
ン
タ
ー

32
・
３
７
１
６

郷
土
史
料
館

35
・
０
１
８
５

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム


32
・
４
４
２
９

●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国人向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」（15分間）
毎月第１月曜日の午前９時30分から（再放送：月曜日①午後
４時30分②午後７時③午後11時④深夜０時、翌週日曜日⑤正
午⑥午後７時）※本放送の翌日から市ホームページで配信

市
政
広
報
番
組

長
岡
空
襲
を
忘
れ
な
い
！
関
連
行
事

問

庶
務
課

39
・
２
２
０
３

▲紙芝居「長岡空襲 思い
出の記」

▲原爆のきのこ雲
（松田弘道さん撮影）

ペン
毛筆 茶 道 花 道 料理 教

室

水
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

金
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

水
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

コ

ー

ス小川流 宗が流 池

坊

草
月
流

成
月
流

池

坊

草
月
流煎茶 抹茶

15人 各８人 各15人
各
５
人

定
員
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世世界界にに誇誇るる長長岡岡のの正正三三尺尺玉玉ととナナイイアアガガララ

市
制
１
０
０
周
年
・
合
併
記
念
事
業

●
今
年
は
長
岡
ま
つ
り
の
翌
日
に

「
世
界
の
花
火
シ
ョ
ー
」

長
岡
花
火
は
こ
れ
ま
で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会
式
を
は
じ
め
数
多
く
の
国
で
打

ち
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

世
界
の
花
火
シ
ョ
ー
は
、
世
界
に
咲
い
た
長
岡

花
火
と
一
緒
に
海
外
で
盛
ん
な
音
楽
付
き
の
花
火

を
長
岡
に
集
め
ま
す
。
長
年
、
長
岡
花
火
を
愛
し
、

育
て
て
く
れ
た
「
長
岡
花
火
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
み

な
さ
ん
へ
の
感
謝
を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。
未
来

に
向
け
た
思
い
出
に
残
る
特
別
の
花
火
シ
ョ
ー
を

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
４
日

午
後
７
時
30
分
～
９
時
（
予

定
）

会
場
＝
信
濃
川
河
川
敷
（
長
生
橋
か
ら
大

手
大
橋
の
間
）

花
火
打
ち
上
げ
国
＝
日
本
（
長

岡
）、
韓
国
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ

問
観
光
課

39

・
２
２
２
１

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
を
募
集
し
ま
す

結
婚
、
誕
生
な
ど
の
お
祝
い
、
思
い
を
寄
せ
る

人
へ
、
花
火
と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
せ

ん
か
。
世
界
の
花
火
シ
ョ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
打
ち
上
げ
ま
す
。

価
格
＝
４
５
、０
０
０
円
か
ら

打
ち
上
げ
数
＝
15

台
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

花
火
の
種
類
＝
４

～
10
号
で
、
予
算
に
合
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
は
可

能

メ
ッ
セ
ー
ジ
＝
打
ち
上
げ
前
に
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
が
読
み
上
げ
ま
す
。
本
人
の
声
を
録
音
で
流
す

こ
と
も
可

特
典
＝
尺
玉
の
レ
プ
リ
カ
を
贈
呈

申
６
月
23
日

ま
で
に
観
光
課

39
・
２
２
２
１

●
小
さ
な
心
の
旅

新
・
長
岡
市
の
10
地
域
の
個
性
や
文
化
、
人
々

の
心
に
触
れ
る
体
験
の
旅
！
交
流
の
中
で
、
地
域

の
風
土
、
風
景
、
風
俗
、
風
味
、
風
習
の
５
つ
の

『
風
』
を
感
じ
る
心
の
旅
を
順
次
実
施
し
ま
す
。

①
寺
泊
地
域
～
満
月
の
劇
場
～

日
時
＝
７
月
８
日

午
後
６
時
～
７
時
50
分

会

場
＝
民
宿
「
ま
つ
や
」
（
寺
泊
野
積
１
０
０
３
９


75
・
２
８
２
１
）

内
容
＝
笹
川
良
子
さ
ん
に

よ
る
寺
泊
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
の
紙
芝
居
、
地
域

団
体
に
よ
る
民
謡

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
（
弁

当
付
）

定
員
＝
30
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

②
栃
尾
地
域

～
秋
葉
の
火
祭
り
と
謙
信
の
里
を
訪
ね
て
～

日
時
＝
７
月
24
日

午
後
１
時
～
９
時
30
分

集

合
＝
道
の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち
お

コ
ー
ス
＝
岩
野

蔵
王
権
現
→
大
町
雁
木
通
り
（
あ
ぶ
ら
げ
）
→
常

安
寺
→
秋
葉
公
園
→
栃
尾
美
術
館
→
夕
食
→
秋
葉

の
火
祭
り

参
加
料
＝
２
、５
０
０
円

定
員
＝
25

人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

③
中
之
島
地
域

～
レ
ン
コ
ン
の
花
に
囲
ま
れ
た
心
癒
や
し
の
旅
～

日
時
＝
７
月
30
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時

集

合
＝
中
之
島
支
所

コ
ー
ス
＝
大
竹
邸
記
念
館
→

入
澤
記
念
庭
園
→
は
す
は
な
荘
（
昼
食
）
→
れ
ん

こ
ん
象
鼻
杯
の
体
験
→
入
浴

参
加
料
＝
２
、０
０

０
円

定
員
＝
30
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

◇

◇

申
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
①
６
月
20
日


ま
で
に
〒
９
４
０
―
２
５
９
２
（
住
所
記
入
不

要
）
寺
泊
支
所
産
業
課

75
・
３
１
０
５
へ
②
７

月
10
日

ま
で
に
〒
９
４
０
―
０
２
９
８
（
住
所

記
入
不
要
）
栃
尾
支
所
商
工
観
光
課

52
・
５
８

２
７
へ
③
６
月
20
日

ま
で
に
〒
９
５
４
―
０
１

９
２
（
住
所
記
入
不
要
）
中
之
島
支
所
産
業
課


61
・
２
０
１
１
へ

問
観
光
課

39
・
２
２
２
１

●
「
第
46
回
長
岡
市
小
・
中
学
生
美
術
展
」・

「
と
も
に
描
こ
う
～
世
界
を
つ
な
ぐ
子
ど
も

絵
画
展
」
同
時
開
催
（
無
料
）

市
内
の
小
・
中
学
生
と
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
、

自
由
な
発
想
と
表
現
で
描
い
た
作
品
を
展
示
。

期
日
＝
７
月
７
日


～
11
日

午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
11
日


は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
美
術
セ
ン
タ

ー
（
中
央
図
書
館
２

階
）

問
国
際
文
化

課

39
・
２
２
５
１

火
が
集
ま
り
世
界
と
共
演

花花＜有料観覧席＞

世界の花火を場所取りの心配のない有料観覧席でお楽しみください。料

金は長岡花火の半額以下です！ 発売＝６月12日から（土・日・祝日除く）

⑥サジキ席（信濃川右岸）…問長生橋サジキ組合事務局32・1388

⑦屋形船（信濃川右岸・船上サジキ席）…問長岡まつり花火船組合事務局33・2711

で
感
じ
る
10
地
域
の
風

旅旅

術
が
つ
な
ぐ
長
岡
と
世
界

美美

花火に旅に美術展。ホタルに

あぶらげ、良寛と、今月号も

盛りだくさん！

種 類 料金（円） 発売場所

①
テニスコートマス席
（180㎝×180㎝
定員４～５人）

10,000
JTB関東長岡支店
35・3315 37・0700
びゅうプラザ長岡
33・7894 34・4761
近畿日本ツーリスト長岡支店
34・4891 34・4895
農協観光長岡支店
34・2111 37・0490

② テニスコートイス席 1,500

③ 競技場スタンド席 1,000

④
エリア指定席
（サッカー場）

1,000

⑤
有料自由席
※２、３日の協賛
席のエリア

500
市民の声情報室、市民センタ
ー、大手通分室、各支所で販
売

▲昨年の長岡市小・中学生
美術展
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●
良
寛
様
朗
読
ラ
イ
ブ

日
時
＝
６
月
６
日

午
前

11
時
か
ら

会
場
＝
隆
泉

寺
（
島
崎
４
７
０
９
）

内
容
＝
相
馬
御
風

そ
う
ま
ぎ
ょ
ふ
う

作
「
良

寛
さ
ま
」
を
越
後
語
り
座

が
バ
ン
ブ
ー
サ
ッ
ク
ス
な

ど
の
演
奏
と
と
も
に
朗
読

●
良
寛
の
里
美
術
館
特
別
展

「
晩
年
の
良
寛

木
村
家
の
世
界
」

良
寛
が
晩
年
身
を
寄
せ
た
木
村
家
所
蔵
の
良
寛
の
遺

墨
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
６
月
30
日

ま

で

会
場
＝
良
寛
の
里

美
術
館◇

◇

問
和
島
支
所
産
業
課


74
・
３
１
１
１

●
観
光
物
産
フ
ェ
ア
＆
あ
ぶ
ら
げ
三
昧「
と
ち
お
自
慢
市
」

栃
尾
地
域
の
自
慢
の
逸
品
や
お
い
し
い
も
の
に
加
え
、

新
・
長
岡
市
域
の
味
を
集
め
る
物
産
フ
ェ
ア
。
今
回
は
、

「
栃
尾
あ
ぶ
ら
げ
」
を
通
し
て
「
越
後
長
岡
の
栃
尾
」

の
魅
力
を
大
発
信
。

日
時
＝
６
月
18
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
＝

道
の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち
お

内
容
＝
あ
ぶ
ら
げ
巨
大
揚

げ
の
製
作
・
試
食
会
、
あ
ぶ
ら
げ
寿
司
早
食
い
大
会
（
当

日
受
け
付
け
）、
あ
ぶ
ら
げ
味
の
市
、
あ
ぶ
ら
げ
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
大
会
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど

問

栃
尾
観
光
協
会


51
・
１
１
９

５
ま
た
は
栃
尾

支
所
商
工
観
光

課

52
・
５
８

２
７

●
越
路
ほ
た
る
ま
つ
り
・
ほ
た
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

申
越
路
ほ
た
る
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
越
路
支

所
産
業
課
内
）

92
・
５
９
０
３

①
ほ
た
る
ま
つ
り
（
無
料
。
多
数
の
場
合
制
限
あ
り
）

日
時
＝
６
月
24
日

午
後

２
時
～
９
時

会
場
＝
旧

塚
山
中
学
校
体
育
館
、
塚

野
山
牛
の
首
地
区

内
容

＝
ホ
タ
ル
観
賞
、
講
演
会

（
講
師
＝
俳
優
・
石
原
良
純
さ
ん

演
題
＝
自
然
へ
の

想
い
＆
石
原
家
の
家
族
愛
）、
ほ
た
る
発
表
会
、
郷
土
芸

能
披
露
な
ど

②
ほ
た
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー（
無
料
）

日
時
＝
６
月
26
日

・
27
日

・

28
日

午
後
７
時
～
９
時

会
場

＝
塚
野
山
牛
の
首
地
区

内
容
＝

ホ
タ
ル
生
息
域
ま
で
の
案
内
と
説

明
、
観
賞

定
員
＝
各
60
人
（
先

着
）

申
６
月
５
日

か
ら

【市民企画実施事業】

①「米百俵スピリッツ」出演者募集
小学生による舞台劇「米百俵スピリッツ」の無料体

験レッスンを開催します。体を動かし、歌を歌い、素
敵な思い出をつくりましょう。
日時＝６月17日・24日午前10時～11時 会場＝リ
リックホール 内容＝ダンス、発声練習など 申６月
10日までに長岡ベンチャークラブ080・1219・7335

②第１回長岡オープン「ペアマッチ卓球大会」
ダブルスとシングルスの両方を同時に楽しめます。

優勝ペアは全国スポーツ大会に推薦！
日時＝７月８日午前８時～午後５時 会場＝みしま
体育館 参加費＝１ペア1,000円 問丘の上ピンポンク
ラブ・田中さん47・5666

【協賛事業】

①第61回新潟県美術展覧会長岡展
日本画、洋画、版画、彫刻など同展覧会の受賞作品

約500点を展示します。
日時＝６月９日～18日午前９時～午後５時（月曜
日休館） 会場＝県立近代美術館 観覧料＝450円 問

同展覧会事務局（新潟日報社事業局内）025・378・
9261

②東北電力「名曲の夕べ」（無料）
仙台フィルハーモニー管弦楽団によるクラシックコ

ンサートです。
日時＝６月10日午後６時30分から 会場＝市立劇場
問東北電力㈱長岡営業所32・1408

③ジュリアード・ジャズ・オーケストラコンサート
日時＝６月17日・18日午後２時～９時 会場＝リ
リックホール・コンサートホール 料金＝4,000円 問

同オーケストラ実行委員会090・2230・3937

④ミュージカル「地震カミナリ火事オヤジ」公演
消防団を題材に、防災と地域コミュニティをテーマ

にしたミュージカルです。
日時＝７月６日午後６時30分から 会場＝市立劇場
対象＝中学生以上 料金＝3,500円 問劇団ふるさとき
ゃらばん長岡市担当・浅野さん090・4684・2504

⑤紙手提げ袋販売
市制100周年・合併記念事業マスコットキャラクター

「ナッちゃん」が描かれた手提げ袋です。
販売場所・価格はお問い合わせください。

問㈱中越32・2948

協賛事業にご応募ください！

市制100周年および合併を記念して各種団体
や企業などが、来年３月31日までに協賛して
実施する事業を募集しています。
協賛事業は、市政だよりやイベンドガイド

ブック、ホームページなどで広報するほか、イベント
用「のぼり」の貸し出しなどの特典があります。
問長岡市制100周年記念事業実行委員会事務局（企画課
内）39・2204

………………………………………………………………………………………………………………

▲今年４月の朗読ライブ

▲石原良純さん

▲揚がった巨大あぶらげ。今年は
どんな文字が浮かぶでしょうか。

ぶらげでジャンボな一日
必見！畳１枚分の巨大揚げ

ああ

タルのやさしい光が
地域を包む、人を包む

ホホ

寛の世界に思いをはせて
朗読ライブとゆかりの名品展

良良

市制100周年・合併を記念する

市民企画のイベントが満載！



時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
で

す
。
金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）


ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル

し
ゅ
ん
こ
う
作
品
展

期
間
＝
６
月
７
日

～
12
日



悠
友
会
ち
ぎ
り
絵
作
品
展

期
間
＝
６
月
14
日

～
19
日



フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
２
Ｎ
写
真
展

期
間
＝
６
月
21
日

～
29
日


国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）


39
・
２
７
１
４

●
地
球
市
民
の
会
会
員
募
集
！

イ
ベ
ン
ト
や
活
動
を
通
し
て
、

出
会
い
か
ら
交
流
、
そ
し
て
相
互

協
力
へ
と
活
動
す
る
会
で
す
。
語

学
力
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
７
月
31
日

ま
で
に
地
球
広
場

に
あ
る
登
録
用
紙
で

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）


32
・
０
０
２
２

●
く
ら
し
の
講
座

～
自
分
に
合
っ
た
保
険
選
び
～

「
医
療
保
険
と
介
護
保
険
」

日
時
＝
６
月
22
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場
＝
２
０
２
会
議

室

講
師
＝

生
命
保
険
文
化
セ

ン
タ
ー
・
谷
口
伸
之
さ
ん

定
員

＝
30
人
（
先
着
）

申
電
話
で

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）


39
・
２
７
４
６


39
・
２
７
４
７

●
ウ
ィ
ル
で
お
し
ゃ
べ
り
「
結
婚

し
て
気
づ
い
た
い
ろ
ん
な
こ

と
！
～
家
庭
で
地
域
で
職
場
で

体
験
し
た
泣
き
笑
い
！
～
」

結
婚
し
て
、
驚
い
た
こ
と
、
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た

こ
と
な
ど
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
を
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ

ん
か
。

日
時
＝
６
月
24
日

午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
２
０
１
会
議
室

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
暮
ら
し
を

見
つ
め
る
「
柏
桃

は
く
と
う

の
輪
」
代
表
・

歌
代
勝
子
さ
ん

定
員
＝
20
人
（
先

着
）

申
６
月
10
日

か
ら
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ルw

ill

@
city.n

agaok
a.lg.jp

で
（
一
時

保
育
は
６
月
20
日

ま
で
に
要
予

約
）ち

び
っ
こ
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５


子
育
て
ミ
ニ
講
座

「
絵
本
と
な
か
よ
し
」

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
始
ま
る
絵

本
と
の
お
付
き
合
い
。
絵
本
の
楽

し
み
方
や
お
薦
め
絵
本
の
紹
介
を

し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
21
日

午
前
11
時
か

ら
30
分
程
度

対
象
＝
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

持
ち
物
＝
図
書
貸

出
カ
ー
ド
（
互
尊
文
庫
が
絵
本
・

育
児
書
な
ど
を
貸
し
出
し
ま
す
。

当
日
、
カ
ー
ド
を
作
成
で
き
ま
す
。

保
険
証
や
免
許
証
な
ど
住
所
が
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
）


わ
い
わ
い
赤
ち
ゃ
ん
デ
ー

産
後
の
女
性
と
家
族
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
ア
フ
タ
ー
バ
ー
ス
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
、
親
子
の
遊
び
や
ベ
ビ

ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
29
日

午
前
11
時
か

ら
40
分
程
度

対
象
＝
１
歳
未
満

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
＝

20
組（
先
着
）

持
ち
物
＝
バ
ス
タ

オ
ル

申
６
月
19
日

～
27
日



親
子
サ
ー
ク
ル
よ
っ
と
い
で
！

専
門
の
指
導
員
と
親
子
遊
び
を

し
た
り
、
サ
ー
ク
ル
の
情
報
交
換

を
し
た
り
し
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
に

入
会
し
て
い
な
い
親
子
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時
＝
①
６
月
15
日

②
６
月
26

日

午
前
10
時
30
分
～
正
午
（
ど

ち
ら
か
一
日
の
み
）

会
場
＝
①

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
第
１
ス
タ
ジ

オ
②
市
民
体
育
館

対
象
＝
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

定
員
＝
35
組

（
先
着
）

申
①
６
月
14
日

ま
で

②
６
月
22
日

ま
で


ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
お
星
様
に
お
願
い
と
ど
く
か

な
？
」

短
冊
や
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
３
日

午
前
10
時
30

分
か
ら
40
分
程
度

対
象
＝
１
歳

以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定

員
＝
25
組
（
先
着
）

申
６
月
19

日

～
29
日



ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
か
き

タ
イ
ム

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊
び

や
体
操
な
ど
を
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
14
日

・
28
日

、

７
月
５
日

午
前
11
時
か
ら
45
分

程
度


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
み
ん

な
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
16
日

・
22
日

、

７
月
４
日

午
前
11
時
か
ら
１
時

間
程
度

対
象
＝
１
歳
未
満
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者


子
育
て
相
談

子
育
て
の
悩
み
や
子
ど
も
と
の

接
し
方
な
ど
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
せ
ん
か
。

期
日
と
内
容
＝
①
６
月
15
日

…

３
歳
ま
で
の
子
育
て
（
母
子
保
健

推
進
員
）
②
７
月
６
日

…
家
庭

内
の
困
り
ご
と
（
家
庭
児
童
相
談

員
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分


フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ひ
ろ
ば
」

会
員
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
や
情

報
交
換
を
し
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
同
セ

ン
タ
ー
の
会
員
以
外
の
人
も
ど
う

ぞ
。
直
接
会
場
へ
。

日
時
＝
６
月
13
日

、
７
月
５
日


午
前
11
時
～
正
午

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
地
下
）
ほ
か


に
い
が
た
・
骨
髄
バ
ン
ク
を

育
て
る
会
長
岡
支
部

「
命
の
ア
サ
ガ
オ
パ
ネ
ル
展
」

期
間
＝
６
月
２
日

～
11
日


会
場
＝
１
階
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー


紙
紐
細
工
同
好
会
作
品
展

期
間
＝
６
月
14
日

～
20
日

正

午

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー


油
彩
「
夋

し
ゅ
ん

展
」

日
時
＝
６
月
14
日

～
21
日

午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
14
日
は
正

午
か
ら
、
21
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場


布
人
形
と
布
オ
ブ
ジ
ェ
展

期
間
＝
６
月
19
日

～
29
日


（
19
日
は
正
午
か
ら
、
29
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
１
階
ま

ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

16市政だより 2006.6

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し


39
・
２
７
６
３

市民活動団体助成事業公開審査会

パワーあふれる市民団体の事業を紹介！
市では毎年、市民団体の活動経費の一部を助成しています。審査会

では、応募のあった史跡の保存活動や劇団公演、緑化運動など、市民
団体がその活動内容を発表します。ぜひご覧ください。
日時＝６月10日午前10時から 会場＝市民センター202・203会議室

会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
中

央
公
民
館
で
す
。


な
が
お
か
市
民
大
学

講
座
募
集
開
始

開
設
講
座
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
市
政
だ
よ
り

で
も
順
次
紹
介
し
ま
す
）。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
中
央
公
民

館
・
生
涯
学
習
相
談
室
（
柳
原
分

庁
舎
内
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
、

市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
（
市
役
所
１

階
）、
各
図
書
館
、
各
支
所
教
育
委

員
会
分
室
ほ
か
で
ど
う
ぞ
。

①
完
熟
期
の
イ
タ
リ
ア
美
術
を

丸
か
じ
り
～
ル
ネ
サ
ン
ス
の
美

術
２

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ

を
中
心
に
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ

ン
ス
の
文
化
を
歴
史
的
背
景
か
ら

見
て
い
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
28
日
～
７
月
26
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30

分
（
計
５
回
）

会
場
＝
長
岡
造

形
大
学

講
師
＝
長
岡
造
形
大
学

教
授
・
石
原
宏
さ
ん

受
講
料
＝

２
、
５
０
０
円

定
員
＝
50
人

（
先
着
）

申
６
月
９
日

か
ら

②
文
字
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ
よ

う
こ
そ
～
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
、
文

字
っ
て
不
思
議
！？

文
字
が
生
ま
れ
て
５
０
０
０
年
、

日
本
の
カ
タ
カ
ナ
、
ひ
ら
が
な
、

漢
字
、
ハ
ン
グ
ル
、
象
形
…
そ
し

て
今
日
の
携
帯
電
話
の
絵
文
字
な

ど
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
に
コ
ー
ド
化

さ
れ
た
文
字
の
原
理
を
探
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
４
日
～
25
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分
（
計

４
回
）

会
場
＝
長
岡
造
形
大
学

講
師
＝
長
岡
造
形
大
学
講
師
・
下

岡
茂
さ
ん

受
講
料
＝
２
、
０
０

０
円

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
６
月
９
日

か
ら

③
人
類
と
菌
類
の
怪
し
い
関
係
！？

～
キ
ノ
コ
王
国
へ
の
ご
案
内

キ
ノ
コ
は
、
魅
力
的
な
食
材
で

す
。
一
方
、
身
近
に
は
恐
ろ
し
い

毒
キ
ノ
コ
も
あ
り
ま
す
。
キ
ノ
コ

の
世
界
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
。
自
然
界
で
キ
ノ
コ
が
生
み
出

す
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
着
目
。

日
時
＝
７
月
28
日

・
31
日

、

８
月
11
日

・
25
日

・
31
日


午
後
７
時
～
８
時
30
分

講
師
＝

長
岡
技
術
科
学
大
学
助
教
授
・
宮

内
信
之
さ
ん
ほ
か

受
講
料
＝
２
、

５
０
０
円

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
６
月
12
日

か
ら


う
る
お
い
ラ
イ
フ

「
ゆ
か
た
コ
ー
ス
」

着
方
と
帯
結
び
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
14
日

・
21
日

・

28
日

午
後
７
時
～
８
時
30
分

持
ち
物
＝
浴
衣
、
帯
ほ
か

参
加

料
＝
１
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

申
６
月

12
日

か
ら


親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

造
形
作
家
の
佐
籐
陽
一
先
生
か

ら
教
え
て
も
ら
お
う
「
ほ
の
ぼ

の
動
物
を
つ
く
ろ
う
」

石
と
粘
土
を
使
っ
て
動
物
を
作

り
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
色
付
け

し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
15
日

・
22
日

午

前
９
時
30
分
～
正
午

講
師
＝
造

形
作
家
・
佐
籐
陽
一
さ
ん

対
象

＝
小
学
生
と
そ
の
親
（
大
人
だ
け

の
参
加
も
可
）

定
員
＝
25
組（
先

着
）

参
加
料
＝
親
子
で
１
、５
０

０
円
（
大
人
だ
け
の
参
加
は
１
、

０
０
０
円
）

申
６
月
12
日

か

ら●
パ
ソ
コ
ン
講
座

～
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
入
門
～

日
時
＝
７
月
４
日
～
25
日
の
毎
週

火
・
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時（
18

日
を
除
く
計
６
回
）

内
容
＝
表

計
算
の
基
礎
、
グ
ラ
フ
作
成

受

講
料
＝
４
、０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
別
途
）

定
員
＝
20

人（
先
着
。

５
人
以
下

の
場
合
中

止
）

申

６
月
28
日


ま
で

チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
、
市
立
劇
場
と
市
内
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
お
よ

び
市
立
劇
場
で
は
、
郵
送
に
よ

る
販
売
も
行
い
ま
す
。


狩
野
泰
一
＆
福
居
典
美

和
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
７
月
１
日

午
後
2
時

か
ら

会
場
＝
寺
泊
文
化
セ
ン

タ
ー

75
・
５
１
５
５

料
金

＝
全
席
自
由
１
、
０
０
０
円

（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
寺
泊
文

化
セ
ン
タ
ー
と
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
の
み
）

定
員
＝
１
０
０
人


市
民
企
画
公
募
型
事
業
・
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年

記
念
事
業
～
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ

ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
リ

ッ
ク
弦
楽
講
習
会
～

受
講
生
募
集
！

澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
弦

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
講
習
で
す
。

来
年
３
月
18
日

に
、
管
楽
器

を
交
え
て
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
７
月
23
日

か
ら
（
計

17
回
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
ス
タ
ジ
オ
ほ
か

講
師

＝
澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
（
澤
和
樹

さ
ん
、
大
関
博
明
さ
ん
、
市
坪

俊
彦
さ
ん
、
林
俊
昭
さ
ん
）

対
象
＝
小
学
５
年
生
以
上
の
経

験
者

受
講
料
＝
３
０
、０
０
０

円
（
楽
譜
代
別
途
）

申
６
月

20
日

ま
で
に
、
所
定
の
申
込

書
に
記
入
し
て
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
へ


吉
本
新
喜
劇
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
シ
ョ
ー
２
０
０
６

日
時
＝
９
月
10
日

①
午
後
０

時
30
分
か
ら
②
午
後
４
時
30
分

か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料

金
＝
全
席
指
定
Ｓ
席
５
、０
０
０

円
、
Ａ
席
４
、０
０
０
円

出
演

＝
オ
ー
ル
阪
神
巨
人
、
大
木
こ

だ
ま
ひ
び
き
、
チ
ャ
ー
リ
ー
浜
、

ま
ち
ゃ
ま
ち
ゃ
ほ
か

チ
ケ
ッ

ト
発
売
＝
６
月
10
日

か
ら


平
成
18
年
度
下
期
市
民
芸
術

文
化
活
動
助
成
事
業
募
集

（
選
考
あ
り
）

地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
の
自

主
的
な
芸
術
文
化
活
動
に
、
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
10
月
１
日

～
来
年
３

月
31
日

に
実
施
す
る
事
業

申
７
月
１
日

～
31
日

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中
央
公
民
館

32
・
０
４
３
７


32
・
０
５
６
１

chu-kou@
city.nagaoka.niigata.jp

栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
・

お
り
な
す


51
・
１
３
３
１

▲パンフレット

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド

29
・
７
７
１
５▲オール阪神巨人

中学生夢さがし発見塾～チャレンジ放送局～
長岡を題材とした活動テーマに基づいて取材活動を行い、ＦＭながおかのスタジオ

で成果を発表します。
活動日＝夏休み期間中に５・６回程度 会場＝中央公民館ほか 対象＝市内の中学生
参加料＝2,000円 申７月６日までに各学校へ（申込書と募集要項は各学校にありま
す） ※事前研修会を７月15日に中央公民館で行います。 問生涯学習課32・5110



直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


子
ど
も
の
本
を
読
む
会（
無
料
）

日
時
＝
６
月
14
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

内
容
＝
エ
リ
ノ
ア
・

フ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
作
「
ム
ギ
と
王
さ

ま
」
ほ
か

会
場
＝
中
央
図
書
館

講
座
室
１


映
画
会
（
無
料
）

日
時
と
内
容
＝
①
６
月
13
日

午

後
２
時
～
３
時
50
分
…
「
ジ
ャ
ン

グ
ル
・
ブ
ッ
ク
」（

年
イ
ギ
リ
ス
）

②
６
月
17
日

午
後
２
時
～
５
時

10
分
…
「
デ
ィ
ア
ハ
ン
タ
ー
」（


年
ア
メ
リ
カ
）

会
場
＝
中
央
図

書
館
講
堂

定
員
＝
１
９
０
人

（
先
着
）


読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
６
月
23
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

内
容
＝
東
野
圭
吾
著

「
手
紙
」

会
場
・
問
互
尊
文
庫


35
・
７
９
８
１


資
料
保
存
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

家
の
建
て
替
え
な
ど
で
保
管
が

困
難
に
な
っ
た
古
文
書
や
戦
前
の

雑
誌
、
新
聞
、
写
真
な
ど
の
取
り

扱
い
、
保
存
方
法
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
資
料
の

一
時
保
管
も
可
能
で
す
。


長
岡
市
史
双
書
№
45
「
山
本
五

十
六
の
書
簡
」
を
刊
行
！

山
本
五
十
六
が
世
界
各
地
か
ら

兄
・
季
八
へ
書
き
送
っ
た
書
簡
や

絵
葉
書
を
写
真
入
り
で
紹
介
。
青

春
期
の
肖
像
を
筆
跡
と
文
面
か
ら

た
ど
り
ま
す
。

販
売
価
格
＝
１
、５
０
０
円
（
Ｂ
５

判
約
１
１
０
ペ
ー
ジ
）

販
売
場

所
＝
文
書
資
料
室
、
市
内
各
書
店

●
こ
と
ば
の
教
え
方
講
座（
無
料
）

外
国
籍
市
民
に
対
す
る
日
本
語

学
習
支
援
の
方
法
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
心
構
え
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
１
日

午
前
10
時
～

午
後
５
時

会
場
＝
阪
之
上
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師
＝


国
際
日
本
語
普
及
協
会
・
松
尾
恭

子
さ
ん
、
羽
賀
友
信
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
長

対
象
＝
現
在
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
日
本
語
学
習
支
援

活
動
を
し
て
い
る
人
ま
た
は
、
こ

れ
か
ら
活
動
を
考
え
て
い
る
人
（
参

加
者
に
は
同
協
会
の
賛
助
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
年
会
費

…
一
般
２
、０
０
０
円
）

定
員
＝

25
人
（
先
着
）

申
６
月
10
日


～
25
日


開
園
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
入
園
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入
園
料
＝
大
人
４
０
０
円

小
・

中
・
高
校
生
50
円
、
幼
児
無
料

●
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
ホ
タ
ル
の
夕
べ

日
時
＝
６
月
10
日

～
30
日

午

後
７
時
10
分
か
ら

②
樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
＝
６
月
11
日

午
前
10
時
か

ら③
カ
ブ
ト
虫
の
飼
い
方
教
室

日
時
＝
７
月
９
日

午
前
10
時
か

ら
（
抽
選
で
10
人
に
カ
ブ
ト
ム
シ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）


広
域
市
町
村
圏
事
業
「
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
講
習
会
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
18
日

午
前
９
時
30

分
～
11
時

会
場
＝
栃
尾
体
育
館

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、

内
履
き


中
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め

の
食
教
育
「
ス
ポ
ー
ツ
と
食

生
活
講
座
」（
無
料
）

栄
養
士
に
よ
る
講
話
と
中
学
生

の
た
め
の
モ
デ
ル
弁
当
の
紹
介
。

日
時
＝
６
月
10
日

午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

指
導
者

定
員
＝
60
人
（
先
着
）

申
電
話
で
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開
園
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時

入
園
料
＝
大
人
４

０
０
円
、
小
人
80
円

駐
車
料

＝
普
通
車
３
１
０
円
、
二
輪
車

１
０
０
円

休
園
日
＝
毎
週
月

曜
日
（
６
月
18
日
ま
で
は
無
休
）

■
ば
ら
ま
つ
り
開
催
中
！

３
３
９
種
１
、８
０
０
本
の
バ

ラ
が
華
麗
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

期
間
＝
６
月
18
日

ま
で

○
ば
ら
講
習
会
（
無
料
）

開
催
日
＝
６
月
11
日

①
午
前

10
時
～
11
時
30
分
②
午
後
１
時

～
２
時
30
分

内
容
＝
①
バ
ラ

栽
培
の
基
本
・
楽
し
み
方
②
年

間
の
管
理
・
病
害
虫
、
薬
剤

講
師
＝
新
潟
ば
ら
会
会
長
・
石

川
直
樹
さ
ん

定
員
＝
80
人

（
先
着
）

○
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室

カ
ッ
プ
に
バ
ラ
の
絵
柄
の
プ

リ
ン
ト
を
張
り
付
け
ま
す
。

日
時
＝
６
月
10
日

・
11
日


・
18
日

午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分

参
加
料
＝
８
０
０
円

○
ミ
ニ
バ
ラ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室

日
時
＝
6
月
10
日

・
11
日


午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
８
０
０
円

○
森
の
音
楽
会

フ
ル
ー
ト
や
ギ
タ
ー
な
ど
を

演
奏
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
11
日

午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分

○
野
生
ゾ
ー
ン
で
昔
な
が
ら
の

手
法
で
田
植
え
に
挑
戦
し
ま

せ
ん
か

日
時
＝
６
月
10
日

午
前
10
時

～
午
後
２
時

持
ち
物
＝
作
業

の
で
き
る
服
装
、
長
靴
、
帽
子
、

昼
食

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
０
０
円

申
・
問

６
月
５
日

ま
で
に
同
公
園
事

務
所

47
・
１
４
８
８

○
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

日
時
＝
６
月
11
日

午
前
10
時

～
午
後
４
時

参
加
料
＝
無
料

○
里
山
サ
ン
デ
ー
ガ
イ
ド

里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
園
内

を
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
11
日

午
後
０
時

30
分
～
３
時

参
加
料
＝
無
料

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

家
族
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
24
日

正
午
～
25

日

正
午

参
加
料
＝
高
校
生

以
上
１
、５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
５
０
０
円
、
幼
児
４
０
０
円

定
員
＝
１
０
０
人
（
先
着
）

申
６
月
18
日

ま
で

中
央
図
書
館

32
・
０
６
５
８


32
・
０
６
６
４

文
書
資
料
室

36
・
７
８
３
２


37
・
３
７
５
４

m
on

jo@
n
ct9.n

e.jp


長
岡
市
国
際
交
流
協
会


39
・
２
７
１
４

雪
国
植
物
園

46
・
０
０
３
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


32
・
６
１
１
７

国
営
越
後
丘
陵
公
園
へ
行
こ
う
！

問

越
後
丘
陵
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

47
・
８
０
０
１

▲昨年のばらまつり


心
身
障
害
児
・
者
の
た
め
の

水
泳
教
室
（
無
料
）

長
岡
市
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ
が
指

導
と
介
助
を
行
い
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
福
祉
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
24
日
～
７
月
22
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３

時

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ

ー
温
水
プ
ー
ル
ほ
か

対
象
＝
心

身
障
害
児
・
者
で
主
治
医
に
水
泳

を
許
可
さ
れ
て
い
る
人
お
よ
び
そ

の
介
護
者

定
員
＝
20
人（
抽
選
）

申
６
月
12
日

ま
で


ハ
ン
デ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
（
無
料
）

障
害
児
・
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
者
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
資
格
取
得
の
た

め
の
単
位
が
取
れ
ま
す
。

日
時
＝
６
月
30
日
～
７
月
28
日
の

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
45

分

会
場
＝
市
民
体
育
館
ほ
か

対
象
＝
高
校
生
以
上

定
員
＝
30

人（
抽
選
）

申
６
月
22
日

ま
で

●
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
運

動
や
認
知
症
予
防
な
ど
、
理
学
療

法
士
や
保
健
師
な
ど
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時
＝
６
月
21
日

午
後
１
時
15

分
～
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー

定
員
＝
３
人
（
先
着
）

申

２
日
前
ま
で
に
電
話
で


あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す

る
食
事
な
ど
、
管
理
栄
養
士
と
保

健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
６
月
14
日

、
７
月
12
日


午
後
１
時
15
分
～
３
時

会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
各
４

人
（
先
着
）

申
２
日
前
ま
で
に

電
話
で


パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル
（
無
料
）

妊
娠
や
出
産
を
学
ん
だ
り
相
談

し
た
り
す
る
場
で
す
。

日
時
＝
７
月
14
日

午
後
１
時
45

分
～
３
時
45
分

会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー

対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫

定
員
＝
35
組
（
先
着
）

内
容
＝

沐
浴
実
習
、
夫
婦
で
行
う
リ
ラ
ッ

ク
ス
体
操
、
助
産
師
・
保
健
師
か

ら
の
情
報
提
供

持
ち
物
＝
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
沐
浴
実

習
用
タ

オ
ル
、

ビ
ニ
ー

ル
袋

申
６
月

14
日


か
ら
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１招待親善高校野球大会

静岡高校を招き、市内の４つの高校が挑みます。
試合日程＝６月10日午前10時から対長岡高校、午後１
時から対長岡大手高校、６月11日午前９時から対中越
高校、正午から対長岡向陵高校 会場＝悠久山野球場
入場料＝大人500円、高校生100円、中学生以下無料

２市民体育祭市民登山

宝剣岳（2,931ｍ）と木曽駒ケ岳（2,956ｍ）を登ります。
期日＝７月１日・２日 対象＝中学生以上 定員＝
40人（先着） 参加料＝19,500円（保険料、交通費含む。
準備会時に） 準備会＝６月22日午後７時から市民体
育館会議室 申６月19日までに長岡市体育協会へ

３市民体育祭ソフトボール大会

日時＝７月２日・９日・16日午前８時から 会場
＝河川公園ソフトボール場・右岸公園 種目＝一般の部
・スローピッチの部（15歳以上、高校生除く）、壮年の部
（40歳以上男子） 参加料＝１チーム5,000円 申６月21
日までに参加料を添えて長岡市体育協会へ 抽選会
＝６月28日午後７時から市民体育館会議室で

４市民体育祭軟式野球大会

日時＝７月23日～８月27日の毎週日曜日午前８時30分か
ら 会場＝河川公園ほか 種目＝一般の部、壮年の部（40
歳以上男子または女子） 参加料＝１チーム5,000円 申

６月30日までに参加料を添えて長岡市体育協会へ
抽選会＝７月11日午後６時30分から市民体育館小アリ
ーナで

５初心者アーチェリー教室

日時＝７月４日～25日の毎週火曜日午後７時45分～９時
15分 会場＝南部体育館グリーンフロア 参加料＝2,500
円（初回に） 申長岡市体育協会へ

６夏季市民卓球大会

日時＝７月17日午前９時から 会場＝市民体育館 種
目＝①男子の部と女子の部…一般と高校生、中学２年生、
中学１年生②混合の部…小学５年生以上、小学４年生以
下③シニアの部…男子65歳以上、男子64歳以下、女子フ
リー 参加料＝一般700円、高校生・シニア500円、小・
中学生350円（いずれも当日に） 申７月３日までに所
定の申込書（市内各体育館で配布）に必要事項を記入し、
中学生の部は〒940－0093水道町５の１の１東中学校へ郵
送またはＥメールj01higa＠kome100.ne.jp、その他の部は
〒940－0041学校町１の２の１長岡市体育協会へ郵送ま
たは34・2808で

７市民テニス教室（７月コース）

日時＝７月４日～18日の火・金曜日の午後７時～９時（計
５回） 会場＝希望が丘テニス場 定員＝45人（多数の
場合抽選） 参加料＝4,000円（初回に） 申６月20日
までに往復はがきに住所、氏名、電話番号、経験年数、
返信用のあて名を記入し、〒940－0097山田１の４の14棚
橋義孝さんへ

８オオミヤ杯長岡市テニスシングルス大会

期日＝７月２日・９日（予備日17日） 会場＝希
望が丘テニス場 種目＝一般男子・女子クラス別、ベテ
ラン男子・女子年齢別、小・中学生男子・女子 参加料

＝一般3,500円（協会加盟員2,000円）、高校生以下1,500
円（いずれも当日に） 申６月16日までに希望が丘テ
ニス場にある所定の申込書で（詳細は申込書の要項をご
覧ください） 問長岡市テニス協会・石原さん29・1489

９サマージュニアテニス大会

期日＝７月15日・16日 会場＝希望が丘テニス場
種目＝シングルス（高校２年生男子・女子、高校１年生
と中学生男子・女子、小学生男子・女子） 参加資格＝
市内の小・中・高校に在籍する児童・生徒 参加料＝１
人1,500円（当日に） 申６月30日までに希望が丘テニ
ス場にある所定の申込書で（詳細は申込書の要項をご覧
ください） 問長岡市テニス協会・石原さん29・1489

福
祉
相
談
課

39
・
２
２
１
８


32
・
０
１
６
０

介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８

健
康
課


32
・
５
０
０
０

長岡市体育協会（市民体育館内）
34・2130と加盟団体の催し



●
町
名
変
更
の
お
知
ら
せ

６
月
３
日

か
ら
、
西
津
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
内
の
町
名
が

新
た
に
新
産
東
町
と
な
り
ま
す
。

７
月
８
日

か
ら
、
古
正
寺
町

の
一
部
と
、
寺
島
町
の
一
部
の
町

名
が
、
新
た
に
古
正
寺
１
丁
目
～

３
丁
目
に
変
わ
り
ま
す
。

問
生
活
課

39
・
２
２
０
６

●
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄

を
な
く
そ
う
！

６
月
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ
「
全

国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
イ
ー
ク

活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
16
年
10
月
か
ら

「
長
岡
市
生
活
環
境
の
保
全
及
び

美
化
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

ご
み
の
ポ

イ
捨
て
や

不
法
投
棄

を
な
く
す

活
動
を
進

め
て
い
ま

す
。空

き
缶

や
た
ば
こ

の
吸
殻
な
ど
を
公
共
の
場
所
や
他

人
の
土
地
に
捨
て
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
守
ら
な
い
場
合

に
は
、
過
料
（
５
万
円
以
下
）
を

科
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

美
し
い
長
岡
の
ま
ち
を
守
る
た

め
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
！

問
環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７

●
空
き
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は

定
期
的
に
除
草
を

空
き
地
に
雑
草
が
生
え
る
と
、

蚊
や
ハ
エ
が
発
生
し
た
り
、
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
場
所
に
な
っ
た
り
し

て
、
周
辺
の
み
な
さ
ん
に
大
変
な

迷
惑
と
な
り
ま
す
。

土
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は
、

い
つ
も
土
地
の
状
態
を
把
握
し
、

定
期
的
に
除
草
や
清
掃
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
（
栃

尾
支
所
は
環
境
衛
生
課
）

●
悪
質
な
消
火
器
の
訪
問
販
売

な
ど
に
ご
注
意
を
！

一
般
家
庭
に
は
消
火
器
の
設
置

や
詰
め
替
え
な
ど
の
法
的
義
務
は

な
い
の
に
、
そ
れ
を
偽
っ
て
訪
問

販
売
を
行
う
悪
質
な
業
者
に
よ
る

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

消
火
器
を
購
入
す
る
と
き
は
、

信
用
の
お
け
る
業
者
か
ら
購
入
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
事
業
所
な
ど
で
、
本
社

の
依
頼
を
受
け
て
消
火
器
点
検
に

来
た
よ
う
に
装
い
、
契
約
書
に
押

印
を
求
め
た
り
、
点
検
後
に
高
額

な
料
金
を
請
求
し
た
り
と
い
う
ケ
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国土交通省では、美しい景観を撮影できるスポット

と、交通事故防止のため安全に止められる駐車場をセ

ットにして紹介する「とるぱ」の取り組みを始めまし

た。

パソコンや携帯電話で、駐車場やそこから歩いて行

ける撮影スポットを提供するとともに、市民のみなさ

んからおすすめのスポットを投稿していただいて、イ

ンターネットを通じて全国に発信します。投稿はホー

ムページからできます。みなさんのお気に入りのスポ

ットをご紹介ください。

ホームページアドレス：

http://torupa.jp/
問国土交通省長岡国道事

務所調査課36・4551ま

たは長岡市交通政策課

39・2267

市議会を傍聴しませんか

市議会の本会議や委員会は公開されています。

みなさんお気軽においでください。

市議会６月定例会の日程

時間＝本会議…午後１時から

常任委員会・特別委員会…午前10時から

議会運営委員会…午前11時30分から

定員＝本会議…65人（車いす２人含む）

委員会…７人

問議会事務局39・2244

期 日 会 議 名 会 場

６月20日
議会運営委員会 第二委員会室

本会議（招集日）
議 場

21日～23日 本会議（予備日）

26日 産業市民委員会

第一委員会室

27日 文教福祉委員会

28日 建 設 委 員 会

29日 総 務 委 員 会

30日
決 算 審 査
特 別 委 員 会

７月４日
議会運営委員会 第二委員会室

本会議（最終日） 議 場

写真を
・
撮
・
る
・
パーキング「

・
と
・
る
・
ぱ」写真を

・
撮
・
る
・
パーキング「

・
と
・
る
・
ぱ」

▲「とるぱ」トップページ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
事
業
所
で
点

検
を
受
け
る
と
き
は
、
日
ご
ろ
依

頼
し
て
い
る
業
者
か
ど
う
か
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
６
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の

土
砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊

い
命
や
財
産
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま

す
。次

の
よ
う
な
場
合
に
は
特
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
雨
が
長
く
降
り
続
く
と
き
や
大

雨
の
と
き

②
川
の
水
、
井
戸
水
、
湧
き
水
の

量
が
変
化
し
た
り
濁
り
だ
し
た
り

し
た
と
き

③
土
地
に
亀
裂
が
生
じ
た
と
き

「
危
な
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
家
の
近
く
の
山
や

が
け
、
川
な
ど
の
様
子
に
注
意
し
、

い
つ
も
と
違
う
点
、
お
か
し
い
点

を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
河
川
課

39
・
２
２
３
３
、
県

長
岡
地
域
振
興
局
治
水
課

38
・

２
６
２
９

●
消
防
団
訓
練
な
ど
の
お
知
ら
せ

①
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

地
域
の
10
消
防
団
の
代
表
が
集

ま
っ
て
、
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
を

開
催
し
ま
す
。
団
員
の
訓
練
の
成

果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
現
在
消
防
団
で
は
、
競
技
会
に

向
け
て
早
朝
や
夜
間
に
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。
号
令
な
ど
の
音
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
消
防
本
部
警
防
課

35
・
２
１

６
９

②
和
島
消
防
団
春
季
消
防
演
習

ど
う
ぞ
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

問
和
島
支
所
地
域
振
興
課

74
・

３
１
１
１

●
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

火
事
や
救
急
な
ど
で
、
１
１
９

番
通
報
す
る
場
合
は
、
落
ち
着
い

て
担
当
者
の
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。

担
当
者
は
主
に
次
の
質
問
を
し

ま
す
。

①
火
事
で
す
か
。
救
急
で
す
か

②
住
所
は
ど
こ
で
す
か
（
通
称
や

字
名
で
な
く
、
正
し
い
町
丁
名
を

答
え
て
く
だ
さ
い
）

③
火
事
の
場
合
…
何
が
燃
え
て
い

ま
す
か
。
逃
げ
遅
れ
は
あ
り
ま
す

か

救
急
の
場
合
…
急
病
人
で
す

か
。
交
通
事
故
で
す
か
。
け
が
人

は
何
人
で
す
か

④
通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号
は

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１

９
番
通
報
は
、
緊
急
通
報
の
際
に

は
、
場
所
の
確
認
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
固
定
電
話
か
ら
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

問
消
防
本
部
警
防
課
指
令
室

36

・
０
１
１
９

●
消
防
本
部
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い



33
・
９
１
１
９

さ
ざ
ん
が
き
ゅ
う
い
ち
い
ち
き
ゅ
う

長
岡
市
消
防
本
部
で
は
、
電
話

で
消
防
情
報
の

提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
消
防

車
が
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
出

動
し
た
時
の
災

害
情
報
、
市
内

の
当
番
病
院
の
紹
介
、
各
種
講
習

会
の
案
内
な
ど
で
す
。

問
消
防
本
部
警
防
課
指
令
室

36

・
０
１
１
９
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大切な人の命を救うために心肺蘇生法やＡＥＤ（自動体

外式除細動器）の使用方法を学ぶ普通救命講習会を実施し

ます。ＰＴＡ、地域の人などお誘い合わせの上、ご参加く

ださい。

講習会修了者に「普通救命講習修了証」を交付します。

栃尾文化センター以外は午前９時30分～午後０時30分です。
申各消防署救急係へ

※各会場とも定員になり次第、受け付けを締め切ります。

講習会の日程と会場

①長岡消防署管内 問35・2193

②与板消防署管内 問72・2572

③栃尾消防署管内 問52・1 1 55

普通救命講習会（無料）に参加しませんか

22


19


12
（水）

8


7/１


28


24


6/21


期
日

市
民
体
育
館

北
部
体
育
館

新
産
体
育
館

南
部
体
育
館

新
産
体
育
館

南
部
体
育
館

北
部
体
育
館

市
民
体
育
館

会

場

100人 80人 各100人 80人 100人 定
員

14


11


5


7/4


期
日

和
島
農
村
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー

与
板
体
育
館

み
し
ま
体
育
館

中
之
島
北
体
育

館
会

場

各100人 定
員

28


7/8


6/25


期
日

栃尾文化センター 会
場

午後６時30分～
９時30分

午前８時30分～
午後０時30分

午前９時～正午 時
間

各50人 定
員

6/11


期
日

午前８時～正午 時
間

長
岡
市

堺
町
防

災
ヘ
リ

ポ
ー
ト

会
場

ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
・

小
型
ポ
ン

プ
操
法
の

部
内
容

6/25


期
日

午後２時～４時 時
間

和
島
運

動
広
場

会
場

放
水
訓
練
・

訓
練
礼
式

な
ど 内

容

市職員の夏季の軽装、ノーネクタイにご理解を
省エネのため、市役所の冷房は28度に設定しています。
市の職員は、９月末日まで、軽装、ノーネクタイで執務し

ます。ご理解をお願いします。
問人事課39・2201



●
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す

平
成
18
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー

が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に

は
、
市
政
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
や
市
長
と
直
接
語
る
市
政

モ
ニ
タ
ー
会
議
、
学
習
会
、
施
設

見
学
な
ど
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

市
政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
な

が
ら
、
気
が
つ
い
た
こ
と
、
日
ご

ろ
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
を
市
に

提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
18
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

問
市
民
の
声
情
報
室

39
・
２
２

４
６

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
が
訪
問
し
ま
す

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

世
帯
な
ど
で
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
人
な
ど
を
訪
問
し
、
介
護

予
防
相
談
・
生
活
相
談
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
介
護

保
険
外
の
高
齢
者
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
介
護
予
防
推
進
室

39
・
２
２

６
８
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－集中豪雨時の水害への早めの備え－『避難準備情報』を発表します！
問危機管理防災課 39・2262

「避難準備情報」は、７・13水害を教訓に昨年から新たに設
けました。
「避難勧告」や「避難指示」が発令されたとき、すぐに避

難ができるよう早めの備えとして発表するものです。「避難準
備情報」が発表された場合でも、すぐに避難をしなければな
らないという状況ではありませんが、市では迅速な避難が困
難な人たちのために、避難準備情報発表の時点で当該地域の
避難所を開設します。

避難情報などは次の方法でお伝えします

①マスコミを通じた広報
テレビ（エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）など）や

ラジオ（ＦＭながおか…76.4ＭＨｚ、ＦＭ新潟…77.5ＭＨｚ、
ＮＨＫ…ＡＭ837ＫＨｚ）で災害関連情報を流します。

②緊急割り込み放送
ＦＭながおかの放送設備を使用し、緊急時に市役所など

からＦＭながおかの放送中の番組に割り込んで災害関連情
報を流します。

③広報車による広報
広報車が該当地区を回り、スピーカーから災害関連情報

を流します。雨音などでよく聞こえないときは、窓を開け
たり、屋外に出たりするなどしてください。

④インターネットによる広報
長岡市ホームページに災害関連情報を掲載します。
パソコン：http://www.city.nagaoka.niigata.jp
携 帯：http://www.city.nagaoka.niigata.jp/index/

※主な河川の水位情報は、次の新潟県のホームページで常
時掲載しています。
パソコン：http://doboku-bousai.pref.niigata.jp/kasen/
携 帯：http://doboku-bousai.pref.niigata.jp/kasen_m/

⑤その他
地域によっては町内会や自主防災会などの連絡網のほか

同報無線やオフトーク通信で災害関連情報を流します。

■避難情報の種類■
災害の発生する危険性の度合いによって、発表

される避難情報は３段階に分かれています。

①避難準備情報
災害の発生する恐れが高まっています。テレ

ビやラジオからの災害情報に注意してください。

近所に一人では避難が困難な高齢者や子ども

はいませんか？

声を掛け合いながら、みなさんで避難の準備

を始めてください！

②避難勧告
災害の発生する恐れが明らかに高まっていま

す。みなさん落ち着いて避難を始めてください！

③避難指示
災害の発生する恐れが非常に高まっています。

みなさん直ちに避難してください！

７・13水害の教訓を
忘れず、地域で声を掛
け合いながら、早めの
避難を心がけましょう
（７・13水害時の新組
地区）

吉
田

正
寛

諸
橋

文
男

牧
野

節
子

平
澤

博

中
橋

正
信

中
川

真
由
美

内
藤

孝

坂
本

哲
視

桑
野

な
み

木
村

恵
美

川
上

久
美
子

大
﨑

勉

永
塚

玲
子

岩
船

和
子

足
立

俊
徳

氏

名

中
条
新
田

新
栄
町
１

脇
野
町

栃
尾
大
町

小
国
町
上
岩
田

与
板
町
与
板

飯
塚

緑
町
２

長
町
１

三
ツ
郷
屋
１

千
代
栄
町

栃
尾
宮
沢

小
島
谷

寺
泊
白
岩

左
近
３住

所

と
ち
お

わ
し
ま

・
て
ら
ど
ま
り

や
ま
こ
し

こ
し
じ
・
お
ぐ

に な
か
の
し
ま
・

よ
い
た

に
し
な
が
お
か

ま
き
や
ま
・

み
し
ま

み
や
う
ち

ふ
そ
き

け
さ
じ
ろ

な
か
じ
ま

包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

栃
尾

和
島
・
寺
泊

山
古
志

越
路
・
小
国

中
之
島
・
与
板

大
島
・
希
望
が
丘

・
日
越
・
関
原
・

宮
本
・
大
積
・
深

才
・
青
葉
台

下
川
西
・
上
川
西

・
王
寺
川
・
福
戸

・
三
島

宮
内
・
十
日
町
・

六
日
市
・
太
田
・

山
通

栖
吉
・
富
曽
亀
・

山
本
・
新
組
・
黒

条 四
郎
丸
・
豊
田
・

阪
之
上
・
川
崎

千
手
・
表
町
・
中

島
・
神
田
・
新
町

担
当
地
区
・
地
域

282,760人
（＋546）

138,269人
（＋363）

144,491人
（＋183）

95,853世帯
（＋535）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数18.5.1（前月比）

●
日
赤
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

日
時
＝
６
月
24
日

・
25
日

、

７
月
８
日

・
９
日

の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
計
４
回
）

会

場
＝
栃
尾
会
場
…
栃
尾
市
民
会
館

小
ホ
ー
ル

中
之
島
会
場
…
中
之

島
文
化
セ
ン
タ
ー
和
室

持
ち
物

＝
筆
記
用
具
、
昼
食

服
装
＝
活

動
し
や
す
い
も
の

対
象
＝
15
歳

以
上
で
４
日
間
受
講
で
き
る
人

定
員
＝
各
会
場
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

申
６
月

15
日

ま
で
に
栃
尾
会
場
は
福
祉

総
務
課

39
・
２
２
１
７
、
中
之

島
会
場
は
長
岡
市
赤
十
字
奉
仕
団

中
之
島
分
団
事
務
局

66
・
０
６

８
８
へ

●
国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
人
は
、
申
請
に
よ
り
次
の
免
除

ま
た
は
納
付
の
猶
予
や
特
例
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
全
額
免
除
、
４
分
の
３
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除

※
４
分
の
３
、
４
分
の
１
免
除
は

７
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
＝
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び
世

帯
主
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準

よ
り
少
な
い
人
、
会
社
を
退
職
し

た
人
、
特
別
障
害
給
付
金
の
受
給

が
決
定
し
た
人

平
成
18
年
度
の

申
請
受
付
＝
７
月
３
日

か
ら

（
退
職
の
場
合
は
、
離
職
票
、
雇

用
保
険
受
給
者
証
な
ど
の
写
し
の

添
付
が
必
要
）

②
全
額
免
除

対
象
＝
障
害
年
金（
１
級
・
２
級
）を

受
け
て
い
る
人
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

③
納
付
の
猶
予

対
象
＝
20
歳
代
の
人
で
所
得
（
配

偶
者
が
い
る
人
は
本
人
と
配
偶
者

の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
）
が
定
め
ら

れ
た
基
準
よ
り
少
な
い
人

④
納
付
の
特
例

対
象
＝
学
生
（
夜
間
・
定
時
制
・

通
信
制
の
学
生
を
含
む
）
で
前
年

所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
人

内
容
＝
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

※
現
在
①
の
免
除
や
③
の
猶
予
を

受
け
て
い
て
、
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
文
書
ま
た
は
免
除
・
猶
予

の
手
続
き
時
に
窓
口
で
、
継
続
申

請
の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
場
合

に
は
新
た
な
申
請
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
後
日
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
ら
れ
る
結
果
通
知
を
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
老
後
の
年
金
や
万
一
の

と
き
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
納
付
の
困
難
な
人
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
長
岡
社
会
保
険
事
務
所

36
・

５
１
４
１
ま
た
は
市
民
課
国
民
年

金
係

39
・
２
２
５
０
、
各
支
所

市
民
生
活
課
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起業家を募集します

市では、起業家創出による地域経済の活性化を推

進するため、意欲のある起業家にブロードバンド環

境の整ったオフィスを低賃料で提供します。

入居者は、会議室や商談用ロビーなどの施設のほ

か、総合受付サービスも利用できます。

また、入居者への支援として、資金や技術、特許、

経営に関する相談に応じる専門家を配置します。

募集対象者＝パソコンなどの情報機器を使用して事

業を行う起業家（業種は不問）で、自

立後、長岡市の中心市街地で事業を営

むことができる人

場 所＝インキュベーション・オフィス「崇徳館
そうとくかん

」

内（殿町２の３の９）

募集室数＝２室（各12㎡）

利 用 料＝月額40,000円（光熱水費、回線使用料な

どを含む）

入居期間＝入居日から最長２年間

申６月１日～12月28日に所定の申込書を商業振

興課39・2228へ（専門家による書類審査・面接審

査あり。２室の入居者が決定次第、受け付け終了）

「中心市街地という
立地の良さと、充実し
たインターネット環境、
そして何より利用料の
安さにとても満足して
います」と現在入居中
の気象情報提供サービ
ス会社の杉浦聡さん（写
真左）

中心市街地などに起業家や企業が進出しやすい環境を

整えるため、空き事務所への進出や空き店舗への出店費

用の一部を補助します。ご活用ください。

■長岡市中心市街地事務所集積促進事業

対象＝空き事務所への入居者

補助金額＝賃借料の２分の１の額（月額10万円を限度）

を３年間補助

補助要件＝次の要件をすべて満たすこと①事務所である

こと（風俗営業関係、金融・保険業は除く）②中心

市街地の空き事務所の２階以上の部分を使用するこ

と③常時勤務する長岡市民を２人以上雇用すること

④５年間は継続して事業を営むこと⑤市税を滞納し

ていないこと⑥新規店舗等誘致委員会が補助対象物

件として適切であると認定した物件であること

■長岡市新規出店者育成支援事業

対象＝空き店舗への入居者

補助金額＝賃借料の２分の１の額（月額10万円を限度）

を１年間補助。中心市街地への出店者は、改装費の

２分の１の額（50万円を限度）も併せて補助

補助要件＝次の要件をすべて満たすこと①小売業、一般

飲食業、サービス業であること（風俗営業関係、フ

ランチャイズチェーン店は除く）②道路に面してい

る空き店舗の１階部分を使用すること③商店街を形

成している地域に出店すること④原則として午前11

時から午後６時まで連続して営業すること⑤市税を

滞納していないこと⑥新規店舗等誘致委員会が補助

対象物件として適切であると認定した物件であるこ

と

問商業振興課 39・2228

中心市街地などへ進出する起業家・企業を支援します



●
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

【
現
況
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
】

６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
た
め
に
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
、
６

月
中
旬
に
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

届
出
期
間
＝
６
月
13
日

～
30
日



問
児
童
福
祉
課

39
・
２
２

１
９
ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

（
郵
送
で
も
可
）

●
工
場
な
ど
の
用
地
取
得
費
を

補
助
し
ま
す

長
岡
業
務
拠
点
地
区
（
長
岡
オ

フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
）、
中
之

島
第
２
・
第
３
流
通
団
地
に
工
場

な
ど
を
新
設
・
増
設
す
る
事
業
者

に
用
地
取
得
費
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
要
件
＝
①
用
地
取
得
日
か
ら

３
年
以
内
に
操
業
を
開
始
す
る
こ

と
②
常
用
雇
用
者
数
が
５
人
以
上

増
加
す
る
こ
と

補
助
額
＝
長
岡

業
務
拠
点
地
区
の
場
合
…
用
地
取

得
費
の
25
％

中
之
島
第
２
・
第

３
流
通
団
地
の
場
合
…
用
地
取
得

費
の
20
％
（
限
度
額
は
５
、０
０
０

万
円
）

問
工
業
振
興
課

39
・

２
２
２
２

●
第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
受
領
に

つ
い
て

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
第
１
回

受
領
開
始
日
は
６
月
15
日

で
す

が
、
現
在
、
国
・
県
で
の
審
査
事

務
が
集
中
し
、
国
債
の
交
付
が
遅

れ
て
い
ま
す
。

国
債
の
受
け
取
り
後
で
あ
れ
ば

受
領
開
始
日
の
15
日
を
過
ぎ
て
も
、

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
第
１
回
分

を
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
債
が
市
に
届
き
次
第
、
請
求
し

た
人
に
ご
案
内
し
ま
す
の
で
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
総
務
課
39
・
２
２
１
７
ま

た
は
各
支
所
保
健
福
祉
課

●
資
料
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

内
容
＝
7
・
13
水
害
や
中
越
大
震

災
で
被
災
し
た
歴
史
的
資
料
の
目

録
作
成
な
ど

活
動
日
＝
月
２
回

程
度

会
場
＝
互
尊
文
庫
３
階
会

議
室
ほ
か

説
明
会
＝
６
月
17
日


・
27
日

午
前
10
時
～
11
時
、

互
尊
文
庫
３
階
会
議
室
で

申
６

月
16
日

ま
で
に
各
図
書
館
、
文

書
資
料
室
、
市
役
所
１
階
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に

設
置
の
申
込
書
ま
た
は
電
話
、

、

Ｅ
メ
ー
ル
で
文
書
資
料
室

36
・

７
８
３
２
、

37
・
３
７
５
４
、

Ｅ
メ
ー
ルm

on
jo@

n
ct9.n

e.jp

へ

●
海
外
高
校
留
学
奨
学
生
募
集

海
外
留
学
に
意
欲
の
あ
る
高
校

生
を
募
集
し
ま
す
。
必
要
な
自
己

負
担
金
（
88
～
１
１
８
万
円
）
は


長
岡
市
米
百
俵
財
団
が
奨
学
金

と
し
て
支
給
し
ま
す
。

募
集
期
間
＝
６
月
12
日

～
７
月

14
日


留
学
期
間
＝
平
成
19
年

の
出
発
日
か
ら
１
年
間

募
集
人

数
＝
３
人

応
募
条
件
＝

Ａ
Ｆ

Ｓ
日
本
協
会
ま
た
は

Ｙ
Ｆ
Ｕ
日

本
国
際
交
流
財
団
の
選
考
試
験
を

受
験
す
る
こ
と
な
ど

問
庶
務
課

内

長
岡
市
米
百
俵
財
団
事
務
局


39
・
２
２
０
３

●
プ
ー
ル
監
視
員

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

勤
務
場
所
＝
①
悠
久
山
プ
ー
ル
②

希
望
が
丘
プ
ー
ル

業
務
内
容
＝

監
視
、
清
掃
、
そ
の
他
管
理
業
務

募
集
人
数
＝
各
30
人
程
度

雇
用

期
間
＝
７
月
１
日

～
９
月
10
日



賃
金
＝
日
額
５
、５
４
０
円

対
象
＝
高
校
生
以
上
で
50
ｍ
以
上

泳
げ
る
人

申
６
月
２
日

～
19

日

に
、
市
内
各
体
育
館
、
希
望

が
丘
テ
ニ
ス
場
、
悠
久
山
プ
ー
ル
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
幸
町
分
室
２
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◆第１次試験＝７月９日

◆受 付 期 間＝６月14日～27日

◆採用職種、職務概要、採用予定人員および受験

資格

◆試験案内および申込書

試験案内および申込書は、人事課（市役所４階）、

案内所（市役所１階）、健康センター、市民センタ

ー、中央図書館、各地域図書館、小国診療所およ

び各支所地域振興課で配布します。

郵送請求の場合は、封筒の表に「試験案内請求」

と朱書きし、120円切手を張ったあて先明記の返信

用封筒（角形２号）を同封の上、下記までご請求

ください。

試験案内、申込書および受験票は、長岡市ホー

ムページhttp://www.city.nagaoka.niigata.jpから

ダウンロードできます。

受験手続および試験方法などは、試験案内をご

覧ください。

申〒940－8501長岡市総務部人事課（住所記入不要）

39・2201

長岡市職員（看護師）を募集します
（平成18年10月採用）

採用職種 看護師

職務概要 小国診療所で看護業務に従事

採用予定

人 員
１人

受験資格

（右の①

～③のす

べてを満

たす人）

①昭和42年４月２日以降に生まれた人で看

護師免許のある人（性別不問）

②平成18年10月１日付け採用に応じられる

人

③通常の活字印刷文による出題に対応でき

る人

▲昨年マレーシアに留学した
高橋友里さん（右から２番目
ホームステイ先で）

▲中之島流通団地 中之島見附ＩＣに隣
接し、北陸道へのアクセスも最高です

階
）
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課

32
・
６
１
１
７
へ

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

「
ま
ち
な
か
シ
ョ
ッ
プ（
仮
称
）」

出
店
者
募
集

大
手
通
り
の
「
ま
ち
な
か
・
考

房
」
１
階
に
移
転
オ
ー
プ
ン
す
る
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
ま
ち
な

か
シ
ョ
ッ
プ
（
仮
称
）」
に
魅
力
あ

る
お
店
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
店
づ
く
り
を
実
践
し
な
が
ら

商
売
を
学
べ
ま
す
。

専
門
家
に
よ
る
経
営
相
談
も
利

用
で
き
ま
す
。

所
在
地
＝
「
ま
ち
な
か
・
考
房
」

（
大
手
通
２
の
１
の
２
）
１
階

募
集
区
画
数
＝
３
区
画
（
１
区
画

約
２
坪
）

応
募
資
格
＝
18
歳
以

上
で
将
来
、
中
心
市
街
地
で
の
出

店
を
希
望
す
る
人

出
店
者
負
担

金
＝
月
１
万
円
（
共
益
費
含
む
）

出
店
期
間
＝
７
月
25
日

～
来
年

６
月
30
日


申
６
月
26
日

ま

で
に
商
業
振
興
課
（
市
役
所
大
手

通
分
室
内
）
に
あ
る
所
定
の
申
込

書
で

問
商
業
振
興
課

39
・
２

２
２
８
、

36
・
７
３
８
５

●
バ
ン
ベ
ル
ク
市
オ
ッ
ト
ー
・
フ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
学
国
際
夏
期

講
座
受
講
生
募
集

友
好
都
市
バ
ン
ベ
ル
ク
市
（
ド

イ
ツ
）
で
開
催
さ
れ
る
講
座
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ド
イ
ツ
文
学

を
専
攻
す
る
学
生
が
集
ま
り
ま
す
。

期
間
＝
８
月
２
日

～
30
日


対
象
＝
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
授
業
が

理
解
で
き
る
語
学
力
を
有
す
る
長

岡
市
出
身
ま
た
は
在
住
の
大
学
生

定
員
＝
１
人

テ
ー
マ
＝
「
フ
ァ

ウ
ス
ト

民
衆
本
か
ら
ト
ー
マ
ス

マ
ン
ま
で
」

内
容
＝
文
学
セ
ミ

ナ
ー

経
費
＝
渡
航
費
な
ど
は
自

己
負
担
（
バ
ン
ベ
ル
ク
市
と

長

岡
市
国
際
交
流
協
会
が
一
部
奨
学

金
を
支
給
）

申
６
月
20
日

ま

で
に

長
岡
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
大
手
通
西
分
室
内
）

39

・
２
２
０
７
へ

●
も
ち
ひ
と
ま
つ
り
・
大
花
火
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か

小
国
地
域
に
伝
わ
る
歴
史
ロ
マ

ン
伝
説
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
も
ち

ひ
と
ま
つ
り
」
と
小
国
の
夏
の
風

物
詩
「
大
花
火
大
会
」
に
参
加
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

期
日
＝
８
月
27
日


①
平
安
行
列
参
加
者
（
無
料
）

平
安
装
束
を
身
に
ま
と
い
、
小

国
地
域
を
山
車
に
乗
っ
て
巡
回
後
、

特
設
会
場
で
平
安
行
列
に
参
加
し

ま
す
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

屋
台
村
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
実
行
委
員
と
一
緒
に
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

申
①
②
７
月
10
日

ま
で
に
小
国

支
所
産
業
課

95
・
５
９
０
６
へ

急患診療のお知らせ
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。

休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診療
所へ

中越こども急患センター（西千手２の５の１健康センター内）

小国診療所（小国町楢沢88）

休日在宅当番医（見附・中之島地区）

受付時間はお問い合わせください。

夜間等の当番病院
①平日夜間当番病院
６月

７月

②休日当番病院

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

診療科目 受付時間

休 日 急 患 診 療 所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

診療科目 受付時間

中越こども急患センター
94・4636 小児科 月～金（祝休日は除く）

午後６時45分～９時30分

診療科目 受付時間

小 国 診 療 所
95・2010 内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分

月曜日・木曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111
火曜日・金曜日 長岡赤十字病院28・3600
水曜日・土曜日 長岡中央綜合病院35・3700

６月18日・７月９日 長岡赤十字病院28・3600

６月４日・25日 長岡中央綜合病院35・3700

６月11日・７月２日 立 川 綜 合 病 院33・3111

期 日 内 科 外 科

６

月

４日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

11日 田 﨑 医 院62・1122 金 井 医 院62・0116

18日 星野（弘）医院62・0998 星整形外科医院66・8808

25日 山谷クリニック61・1388 寺 師 医 院62・0137

７
月

２日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

９日 杏 仁 堂 医 院62・0123 わたなべ皮フ科62・7750
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月曜日・木曜日 長岡赤十字病院28・3600
火曜日・金曜日 長岡中央綜合病院35・3700
水曜日・土曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

▲チャレンジショップが移転
オープンする「まちなか・考
房」



催

し

■
講
演
会
「
七
ヵ
国
語
を
話
す
、

日
常
が
あ
る
」（
無
料
）

日
時
と
会
場
＝
６
月
16
日

午
前
10

時
～
正
午
…
ハ
イ
ブ
長
岡
、
17
日


午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
…
ア
ト

リ
ウ
ム
長
岡

申
言
語
交
流
研
究
所

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
江
口

さ
ん

28
・
０
５
７
３（
託
児
あ
り
）

■
作
る
宇
宙
科
学
セ
ミ
ナ
ー

ア
ク
リ
ル
星
座
板
や
ク
ラ
フ
ト
望

遠
鏡
な
ど
を
作
り
ま
す
（
全
６
回
）。

日
時
＝
６
月
17
日

午
後
２
時
～
４

時

会
場
＝
長
岡
高
校
物
理
教
室

対
象
＝
市
内
在
住
の
人
お
よ
び
市
内

の
高
校
の
在
校
生

定
員
＝
20
人

（
先
着
）

参
加
費
＝
１
、５
０
０
円

（
学
生
は
無
料
）

申
６
月
14
日


ま
で
に
星
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
太
田

さ
ん

32
・
１
５
０
８
へ

■
日
本
水
彩
三
支
部
合
同
展

日
本
水
彩
支
部
公
募
展（
無
料
）

日
時
＝
６
月
21
日

～
25
日

午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
25
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

会
場
＝
美
術
セ
ン
タ
ー

（
中
央
図
書
館
２
階
）

問
日
本
水

彩
中
越
支
部
・
藤
田
さ
ん

32
・
７

８
７
８

■
上
映
会
「
九
条
の
会
」
発
足
記
念

講
演
会
の
記
録

日
時
＝
６
月
24
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
中
央
図
書
館
２
階
講
堂

参

加
料
＝
５
０
０
円

問
平
和
と
緑
の

会
・
山
下
さ
ん

34
・
６
４
８
３

■
ひ
と
つ
し
か
な
い
地
球

子
ど
も
広
場
（
無
料
）

市
内
の
留
学
生
が
、
自
国
の
子
ど

も
の
生
活
や
遊
び
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
25
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
地
球
広
場

対
象
＝
小
学
生
以
上

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
６
月
20

日

ま
で
に
、
地
球
広
場
に
あ
る
申

し
込
み
用
紙
に
記
入
し
て
、
フ
ァ
ク

ス
で
新
潟
地
区
ラ
ボ
パ
ー
テ
ィ
・
テ

ュ
ー
タ
ー
の
会
・
穂
刈
さ
ん

・

37

・
９
４
７
０
へ

■
教
え
て
！
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

長
岡
の
郷
土
料
理
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
26
日

午
前
10
時
～
午

後
１
時

会
場
＝
陽
光
台
仮
設
住
宅

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
容
＝

郷
土
料
理
や
季
節
料
理
の
講
習
と
試

食
（
お
に
ぎ
り
持
参
）

講
師
＝
山

古
志
地
域
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

定
員

＝
10
人
（
先
着
。
親
子
で
の
参
加
可
）

申
６
月
10
日

か
ら
長
岡
子
育
て
ラ

イ
ン
「
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」

０
９
０

・
２
８
４
４
・
３
３
８
９
へ

■
長
岡
造
形
大
学

21
・
３
３
３
１

の
特
別
公
開
講
座
（
無
料
）

①
人
と
地
域
を
つ
な
げ
る
ア
ー
ト

～
大
地
の
芸
術
祭
の
試
み
～

日
時
＝
６
月
10
日

午
後
３
時
～
４

時
30
分

講
師
＝
大
地
の
芸
術
祭
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
北
川
フ
ラ
ム

さ
ん

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

②
環
境
を
創
る
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ナ
ー
～
建
築
と
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
～

日
時
＝
６
月
17
日

午
後
２
時
30
分

～
４
時

講
師
＝
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
・
藤
江
和
子
さ
ん

定
員
＝

１
５
０
人
（
先
着
）

■
長
岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー


39
・
１
９
０
３
の
催
し

①
中
級
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
講
座

日
時
＝
６
月
26
日
～
７
月
10
日
の
毎

週
月
・
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

講
師
＝
同
大
学
助
教
授
・
村
山
光
博

さ
ん

受
講
料
＝
５
、
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
９
０
０
円
は
別
途
）

会
場
＝
同
大
学

②
文
化
講
演
会
（
無
料
）

～
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
を
出
さ

な
い
若
者
教
育
を
考
え
る
～

日
時
＝
７
月
７
日

午
後
５
時
30
分

～
８
時
30
分

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

定
員
＝
３
０
０
人
（
先
着
）

講
師

＝
法
政
大
学
教
授
・
諏
訪
康
雄
さ
ん

申
①
、
②
と
も
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
９
４
０
―

０
８
２
８
御
山
町
80
の
８
長
岡
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

39
・
９
５
６

６
、
Ｅ
メ
ー
ルsh

ou
gai@

n
agaok

au
n
iv.ac.jp

へ
（
①
は
電
話
も
可
）

■
長
岡
ジ
ャ
ン
ボ
囲
碁
大
会

日
時
＝
７
月
２
日

午
前
９
時
30
分

か
ら

会
場
＝
北
越
銀
行
本
店
大
ホ

ー
ル
（
大
手
通
２
）

競
技
方
法
＝

７
人
１
組
の
団
体
戦
（
２
人
以
上
の

級
位
者
が
い
る
こ
と
）

参
加
料
＝

１
組
（
７
人
分
）
１
４
、０
０
０
円（
昼

食
付
）

申
６
月
25
日

ま
で
に
日
本

棋
院
長
岡
支
部
・
小
方
さ
ん

35
・
４

３
０
５
へ

■
波
の
会

箏そ
う

、
尺
八
演
奏
会（
無
料
）

日
時
＝
７
月
２
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ

ー

演
奏
曲
＝
さ
く
ら
変
奏
曲
、
瀬

音
、
荒
城
の
月
21
な
ど

問
同
会
・

柴
木
さ
ん

34
・
５
７
５
５

■
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所
・
作
物

研
究
セ
ン
タ
ー
案
内
デ
ー
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
７
日

午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時

内
容
＝
作
物
技
術
講

演
会
、
ほ
場
案
内
、
新
形
質
米
の
試

食
ほ
か

会
場
・
問
農
業
総
合
研
究

所
（
長
倉
町
）

35
・
０
０
４
７

■
彦
☆
星
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
・
ヒ
ー

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
７
月
７
日

午
後
８
時
か
ら

料
金
＝
カ
ン
パ
制

会
場
・
問
敬
光

寺
（
巻
島
１
）

27
・
０
３
５
５

■
副
音
声
付
き
上
映
会
「
ラ
ス
ト
・

サ
ム
ラ
イ
」（
無
料
）

視
覚
障
害
者
向
け
の
上
映
会
で
す
。

日
時
＝
７
月
８
日

午
後
１
時
か
ら

会
場
＝
中
央
図
書
館
２
階
講
堂

問

長
岡
音
声
ア
シ
ス
ト
の
会

０
９
０

・
４
８
３
０
・
８
９
２
５

■
新
屋
英
子
ひ
と
り
芝
居

「
身
世
打
鈴

シ
ン
セ
タ
リ
ヨ
ン

」

日
時
＝
７
月
８
日

午
後
７
時
か
ら

料
金
＝
御
喜
捨

会
場
・
問
願
興
寺

（
関
原
町
１
）

46
・
２
３
１
６

■
ゆ
か
た
講
習
会
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
８
日

午
後
７
時
30
分

～
９
時

会
場
＝
越
路
児
童
交
流
会

館

持
ち
物
＝
ゆ
か
た
、
ひ
も
な
ど

申
古
沢
さ
ん

92
・
５
１
４
０

ス
ポ
ー
ツ

■
大
道
塾
長
岡
大
会
（
無
料
）

格
闘
空
手
の
大
会
で
す
。

日
時
＝
６
月
11
日

午
前
10
時
～
午

後
５
時

会
場
＝
市
民
体
育
館
柔
道

場

問
同
塾

35
・
４
８
０
９

■M
IT
S
U
W
A

（
み
つ
わ
）ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
少
年
野
球
）
団
員
募
集

練
習
日
時
＝
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
時
間
の

変
更
あ
り
）

会
場
＝
豊
田
小
学
校

対
象
＝
小
学
生

会
費
＝
年
間
１
２
、

０
０
０
円

申
保
護
者
代
表
・
鈴
木

さ
ん

０
９
０
・
１
５
３
５
・
２
８

０
４
、
ま
た
は
直
接
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

■
一
般
市
民
向
け
マ
ラ
ソ
ン
教
室

日
時
＝
10
月
１
日

ま
で
の
毎
週
日

曜
日
午
前
６
時
～
７
時
（
雨
天
中
止
）

集
合
＝
陸
上
競
技
場
南
ゲ
ー
ト
前

コ
ー
ス
＝
信
濃
川
土
手
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス

年
会
費
＝
中
学
生
以
下

５
０
０
円
、
高
校
生
以
上
１
、０
０
０

円

申
会
場
で

問
長
岡
ジ
ョ
ギ
ン

グ
ク
ラ
ブ
・
佐
々
木
さ
ん

28
・
０

０
７
５

■
栃
尾
剣
道
教
室

練
習
日
＝
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
７

時
～
９
時
30
分

会
場
＝
栃
尾
体
育

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望日の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940―8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守し
てください。なお、８月号は６月30日が
締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）

④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
問い合わせ＝広報課39・2202
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問＝問い合わせ 申＝申し込み

申の記載のないものは、直接会場へどうぞ

館
武
道
場

対
象
＝
小
学
生
以
上

年
会
費
＝
１
０
、０
０
０
円
（
３
回
分

納
）

申
栃
尾
剣
道
連
盟
・
酒
井
さ
ん


０
９
０
・
２
２
２
０
・
５
８
４
４

■
健
康
太
極
拳
の
会
会
員
募
集

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
～
３

時
30
分
（
６
月
は
体
験
・
見
学
自
由
）

会
場
＝
市
民
体
育
館
ほ
か

会
費
＝

１
、０
０
０
円

問
同
会
・
庭
野
さ
ん


34
・
３
６
７
７

■
健
康
社
交
ダ
ン
ス
の
会
会
員
募
集

日
時
と
対
象
＝
６
月
３
日
か
ら
毎
週

土
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

…
初
心
者
、
午
後
２
時
30
分
～
３
時

20
分
…
経
験
者

会
場
＝
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
ふ
そ
き

会
費
＝
月
２
、０
０

０
円

申
会
場
で

問
同
会
・
若
月

さ
ん

33
・
７
４
１
６

健

康

■
赤
ち
ゃ
ん
・
親
子
リ
ズ
ム
体
操

体
験
会
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
６
日

・
13
日

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場
＝
四

郎
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内

容
＝
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
リ
ズ
ム
運
動
、

手
遊
び
な
ど

申
新
日
本
婦
人
の
会

・
田
口
さ
ん

・

34
・
７
６
３
５

■
地
域
保
健
講
座「
が
ん
の
早
期
発
見

が
ん
検
診
を
巡
っ
て
…
」（
無
料
）

日
時
＝
６
月
17
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
長
岡
中
央
綜

合
病
院
２
階
講
堂

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
＝
富
所
隆
さ
ん

申
６
月
13
日


ま
で
に
同
病
院
地
域
保
健
講
座
委

員
会

35
・
７
２
６
４
へ

■
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
保
有
者
）
を
対
象
に
し
た
、

厚
生
労
働
省
委
託
の
講
習
会
で
す
。

日
時
＝
７
月
２
日

午
前
10
時
～
午

後
２
時
30
分

会
場
＝
か
も
川
本
館

（
殿
町
２
）

申
６
月
20
日

ま
で

に

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
新
潟
県

支
部

０
２
５
・
２
２
９
・
７
７
７

５
へ

■
Ａ
Ａ
長
岡
グ
ル
ー
プ
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
自
助
グ
ル
ー
プ
）
オ
ー

プ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
・
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
18
日

午
後
１
時
～
４

時

会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水

道
町
３
）

講
師
＝
医
療
法
人
水
明

会
佐
潟
荘
・
中
垣
内
正
和
さ
ん

対

象
＝
お
酒
で
問
題
の
あ
る
人
や
そ
の

家
族
、
医
療
関
係
者

問
大
川
さ
ん


０
９
０
・
５
５
１
１
・
４
０
２
２

く
ら
し

■
精
神
障
害
者
「
家
族
の
つ
ど
い
」

「
つ
ど
う
」「
ふ
れ
あ
う
」
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
16
日

、
７
月
21
日


午
前
10
時
～
正
午
（
６
月
16
日
は
午

後
か
ら
家
族
学
習
会
を
開
催
）

会

場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町

３
）

問
福
祉
相
談
課
内
精
神
障
害

者
家
族
会
事
務
局

39
・
２
２
１
８

■
贈
答
品
交
換
即
売
会

代
金
の
20
％
を
手
数
料
と
し
、
残

り
を
提
供
者
に
支
払
い
ま
す
。

出
品
受
付
＝
６
月
29
日

・
30
日


午
前
10
時
～
午
後
３
時

即
売
会
＝

７
月
１
日

・
２
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ

ー
ル

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
消

費
者
協
会
長
岡
支
部
事
務
局

32
・

０
０
２
２

■
特
設
人
権
相
談
所
（
無
料
）

期
日
と
会
場
＝
６
月
14
日

…
寺
泊

セ
ン
タ
ー
お
お
こ
う
づ
、
６
月
22
日


…
中
之
島
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
、
６
月
23
日

…
与
板
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
、
６
月
26
日

…
栃
尾
文

化
セ
ン
タ
ー
、
７
月
６
日

…
み
し

ま
会
館

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後

３
時

内
容
＝
相
続
、
土
地
、
い
じ

め
な
ど
の
問
題
に
職
員
や
人
権
擁
護

委
員
が
応
じ
ま
す
（
秘
密
厳
守
）

問

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

33
・

６
９
０
１

■
女
性
と
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン


０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番


０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
０

時
間
＝
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

問
新
潟
地
方
法
務
局

０

２
５
・
２
２
２
・
１
５
６
３

■
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
ま
す

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な
ど

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服

さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の

方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除
く
）

に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
請
求
用
紙
は
、
市
役

所
福
祉
総
務
課

39
・
２
２
１
７
お

よ
び
各
支
所
の
保
健
福
祉
課
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

請
求
期
限
＝
平
成
19
年
３
月
31
日

問
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担

当

０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
８
２

■
旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
慰
霊
巡
拝

事
業
（
厚
生
労
働
省
主
催
）

実
施
地
域
＝
旧
ソ
連
地
域
、
中
国
東

北
地
区
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
北
ボ

ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
西
諸
島
、

硫
黄
島

実
施
時
期
＝
９
月
中
旬
～

平
成
19
年
１
月
下
旬

申
参
加
を
希

望
す
る
遺
族
の
方
は
、
県
福
祉
保
健

課
援
護
恩
給
室

０
２
５
・
２
８
０

・
５
１
８
０
へ

■
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

日
時
＝
６
月
16
日

、
10
月
20
日

、

平
成
19
年
２
月
16
日

の
午
前
10
時

～
正
午
と
午
後
１
時
～
２
時
30
分

会
場
＝
県
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室

持
ち
物
＝
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る

銃
砲
刀
剣
類
、
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）、

審
査
手
数
料
１
件
に
つ
き
６
、３
０
０

円
（
県
収
入
証
紙
で
納
入
。
印
鑑
不

要
）

問
県
教
育
庁
文
化
行
政
課


０
２
５
・
２
８
５
・
５
５
１
１

募

集

■
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
会
員
募
集

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト

問
題
に
悩
む
親
の
会
で
す
。

日
時
＝
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
７
時

30
分
～
９
時
30
分

会
場
＝
富
曽
亀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費
＝

３
０
０
円

問
同
会
・
山
崎
さ
ん


24
・
７
０
９
２

■
長
岡
囲
碁
こ
ど
も
教
室
参
加
者

募
集

日
時
＝
６
月
17
日
～
平
成
19
年
３
月

31
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
～
正

午

会
場
＝
安
達
ビ
ル
２
階
（
大
手

通
２
）

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

入
会
金
＝
１
、０
０
０
円
（
初
回
に
。

会
費
は
無
料
）

申
６
月
13
日

ま

で
に
長
岡
囲
碁
連
盟
事
務
局
・
小
方

さ
ん

35
・
４
３
０
５
へ

■
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
課
程
養
成
研
修
受
講
者
募
集

内
容
と
期
間
＝
講
義
…
６
月
27
日


～
８
月
９
日

の
17
日
間
、
実
習
…

９
月
～
11
月
の
４
日
間

会
場
＝
パ

ス
ト
ラ
ル
長
岡
ほ
か

対
象
＝
長
岡

地
域
、
山
古
志
地
域
、
栃
尾
地
域
在

住
で
全
日
程
参
加
で
き
る
人

定
員

＝
20
人
（
抽
選
）

受
講
料
＝
６
８
、

０
０
０
円

申
６
月
15
日

ま
で
に

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
訪
問

介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程
希
望
」、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月

日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
受
講
の
動

機
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―

０
８
６
４
川
崎
３
の
２
４
２
１
の
１

Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
介
護
セ
ン
タ
ー

な
が
お
か

35
・
１
２
４
１
へ

■
初
級
園
芸
福
祉
士
養
成
講
座

受
講
者
募
集

期
日
と
会
場
＝
８
月
26
日

・
27
日


…
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ふ
そ
き
、
９

月
23
日

・
24
日

…
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
か
つ
ぼ
園

定
員
＝
48
人

（
先
着
）

受
講
料
＝
３
６
、
６
０
０

円

申
６
月
30
日

ま
で
に
園
芸
福

祉
講
座
新
潟
事
務
局
・
加
藤
さ
ん


０
９
０
・
６
６
８
６
・
５
１
６
７
へ

■
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
花
火
応
援
企
画

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
メ
ニ
ュ
ー
」募
集

長
岡
の
食
材
を
使
用
し
た
新
し
い

料
理
の
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

申
６
月
30
日

ま
で
に
、
料
理
の
写

真
と
①
料
理
名
②
お
す
す
め
ポ
イ
ン

ト
③
レ
シ
ピ
（
作
り
方
と
４
人
分
の

材
料
）
④
住
所
⑤
氏
名
⑥
年
齢
⑦
性

別
⑧
電
話
番
号
を
記
入
し
て
〒
９
４

０
―
２
１
２
７
新
産
２
の
１
の
１
長

岡
新
産
業
セ
ン
タ
ー
卸
組
合
「
な
が

お
か
食
の
祭
・
新
産
場
所
」
係
へ

問

復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
事
務
局

34
・
０
０
６
９
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ハナショウブは、梅雨の時期に白や

青紫色の花をつけるアヤメ科の植物で

す。菖蒲湯に入れるショウブと似てい

ますが、こちらはサトイモ科で別種類。

ノハナショウブから品種改良された

ハナショウブは、江戸時代には観賞用

として栽培されています。1800年代初

頭に現在の東京都葛飾区に堀切菖蒲園

が完成。江戸の名所として安藤広重や

歌川豊丸の錦絵にも描かれました。

平成３年、葛飾区と交流のあった与

板町（当時）は、堀切菖蒲園から株分

けされた2,000株を与板河川緑地たちば

な公園に移植。平成６年に町の花に制

定しました（合併に伴い、平成18年１

月からは与板地域の花）。

朝露や雨にしっとりぬれた姿が特に

美しいハナショウブ。市内では悠久山

公園でも見ることができます。

1414

ハナショウブ
【与板地域の花】

栃
尾
美
術
館
は
、
平
成
七
年
に

栃
尾
地
域
の
歴
史
と
自
然
を
生
か

し
た
「
ふ
る
さ
と
美
術
館
」
と
し

て
開
館
。
栃
尾
城
跡
を
背
景
に
し

て
町
並
み
を
一
望
で
き
る
ま
ち
な

か
の
高
台
に
あ
り
ま
す
。

美
術
館
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
み
る

・
つ
く
る
・
や
す
ら
ぐ
」。
栃
尾
地

域
出
身
の
画
家
・
椿
悦
至

え
っ
し

や
書
家

・
堀
愛
泉

あ
い
せ
ん

の
作
品
な
ど
を
所
蔵
・

展
示
す
る
ほ
か
、
ア
ト
リ
エ
や
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

・
シ
ア
タ
ー
で
は
気
軽
に
美
術
に

触
れ
、
創
作
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
三
層
吹
き
抜
け
の
明
る

い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
、
水
の
流
れ

落
ち
る
音
が
琴
の
よ
う
な
音
色
を

奏
で
る
水
琴
窟

す
い
き
ん
く
つ

が
あ
る
前
庭
は
、

「
や
す
ら
ぎ
」
の
空
間
と
し
て
訪

れ
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。二

階
の
展
示
室
で
は
、
六
月
十

八
日

ま
で
、
館
所
蔵
品
展
と
新

潟
県
中
越
大
震
災
復
興
支
援
移
動

展
「
震
度
７

そ
れ
で
も
わ
が
大

地
を
愛
す
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。
入
館
料
は
、
一

般
二
百
円
、
高
校
生
・
大
学
生
百

五
十
円
、
小
・
中
学
生
百
円
で
す

（
企
画
展
の
入
館
料
は
別
。
団
体

割
引
あ
り
）。
休
館
日
は
毎
週
月
曜

日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
と
年

末
年
始
。

「ほたるの里」越路地域では、20年以上前

から地域や学校がホタルの生息できる環境づ

くりに取り組んできました。

毎年６月下旬に開かれる越路ほたるまつり

は、この取り組みによって戻ってきたホタル

を通して「人と自然にやさしい環境」につい

て考えようと平成10年に始まりました。優雅

なホタルの舞いを楽しみに、市内外から毎年

2,000人を超える人が訪れます。

郷土芸能や屋台村を楽しみ、辺りが暗くな

り始めると「ほたる観賞会」の始まりです。

夕闇の中、ハンドベルの演奏に合わせるよう

に次々と現れるホタルの優雅な舞いは、見る

者を夢幻の世界にいざないます。

今年の「越路ほたるまつり」は、６月24日

に塚野山牛の首地区で開催されます（詳し

くは15ページをご覧ください）。

1414

1414

▲ホタルの舞いをバックにハンドベルの演奏会やコーラ
スも行われ、訪れた人たちは光と音の共演を楽しみます。

栃尾美術館 53・6300【上の原町】

越
路
ほ
た
る
ま
つ
り

【
６
月
24
日
／

塚
野
山
牛
の
首
地
区
】
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